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開議 午前９時３０分 

 

○議長（竹谷 勝君） 

  皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  先日に引き続き、順次発言を許します。 

  質問者は、質問者席に登壇して、質問を

行ってください。 

  豊鳴クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  井川佳子議員を指名いたします。 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  皆様、おはようございます。 

  ５番・豊鳴クラブ、井川佳子、一般質問

させていただきます。理事者側の皆様には

親切に、私によくわかるようにお答えいた

だきますようによろしくお願いいたします。 

  では、質問に入る前にちょっと一言、今、

自治会ではとてもいろんな活動をしており

ます。希望ヶ丘でも９時から１０時まで、

この日曜日、一斉清掃を行いまして、自分

たちの住む町をよりきれいにという活動を

行いました。 

  また、１０時半からは、豊能町の総務の

ほうからも来ていただきまして防災訓練を、

図上での防災訓練というのは、自治会では

珍しいんではないかというお言葉をいただ

きまして、頑張っております。 

  また、その後、消防のほうからも来てい

ただきまして、消火栓の使い方とか消化器

の使い方とか、希望ヶ丘の住民で勉強させ

てもらったところでございます。 

  また、その日の昼から、今度は新光風台

の自治会に行かせていただきました。サポ

ーターの養成講座、認知症の養成講座とい

うものを新光風台の自治会さんが企画され

まして、そして各戸配布して、自治会に勧

められ、また、キャラバンメートの光風台

の方、また新光風台の方が御指導いただき

まして、また、包括支援センターの方もお

みえで、そんな活動を展開されております。 

  住民の皆さんはとても元気です。なので、

私も元気に頑張りたいですし、皆様もしっ

かり答えていただきたいと、よろしくお願

いいたします。 

  前置きが長くなりました。済みません。 

  私、思うんですけど、職員の皆様にもき

のう聞きました粗筋を、やはり積極的にも

っと広げていただきたい。これを受けたか

らってどうというものでも、もちろんそれ

だけではいけません。ここからまた理解を

深めていくただの入り口なんですけど、で

もやはり受けてみることによりまして、ど

う心構えするかということが、ちょっと変

わったような気がします。 

  なので、もちろん職員の皆様、そして

我々議員も、もうちょっとそのほうに目を

向けて、ぜひ機会をつかまえて体験してい

ただきたいと思いました。 

  では、通告に従いまして伺います。 

  バス問題についてでございます。 

  先般、９月議会でバス停の調査をすると

いうことをおっしゃってましたので、その

結果をまずお聞きしたいと思います。 

  北大阪ネオポリスにおける箕面のあたり

のバス停にも調査に行ったとお聞きしてお

ります。その結果をまずお知らせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 
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  おはようございます。北大阪ネオポリス

線のバス停の調査ということでございます。

この箕面トンネル経由便を実現するという

ためには、箕面市域での利用者の影響、こ

れが一番課題であろうというふうに考えて

おりまして、今、議員のおっしゃったとお

り、バス停の調査、箕面市域でのバス停の

調査をさせていただきました。１０月１日

でございます。 

  その結果ということでございますけども、

千里中央に７時台及び８時半ごろまでに着

くバス、これを調べたわけでございますけ

ども、その各バス停において、混雑によっ

て積み残しというか、通過というか、そう

いう便は見られませんでしたが、一部の便

ではほぼ満員というような状況も見られた

というようなことでございまして、今回の

調査では、そういう箕面市域における乗車

の状況を確認することができたというよう

なことでございます。 

  この今申し上げた時間帯のバスにつきま

しては、ダイヤが等間隔ということではご

ざいませんでして、ネオポリス線が走った

後、その後、直後に箕面粟生発のバスが走

るなど、近接して走行するというバスもあ

るというようなことで、そういうものもわ

かったというようなことで、それらについ

ては利用が少ないというような状況も見ら

れたというようなところでございました。 

  例えば、７時半に千里中央に着くバスと

いうことになりますと、箕面市域で乗られ

るお客さんは１７人ということでございま

した。それから、７時４６分に着くバス、

これにつきましては、箕面市域で２１人な

ど、そのような数というようなことになっ

ておりまして、全ての乗客の方が乗れると

いうような状況にはあるということがわか

ったわけでございます。 

  例えば、７時３０分に千里中央に着くバ

スの後すぐに、７時３４分に千里中央に着

くバスが粟生団地発で出るとか、同じ時間

に着くバスが粟生団地発で出るとか、それ

から、７時４６分に千里中央に着くバスに

つきましては、その直後、７時５０分に千

里中央に着くバスが粟生団地発で出るとか、

そのようなことがございまして、近接する

ダイヤ等があると。積み残し等の状況はな

い。中には比較的すいているバスもあると

いうようなことがわかったというようなこ

とでございました。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  箕面からもたくさん乗ってらっしゃると

いうことはよくわかったんですけれども、

もし、そのうちの１便、２便がトンネル回

ったとして、箕面における影響というもの

をどのようにお感じになりましたか。今感

じてらっしゃること、後でなさることはま

た違うかもしれないですけど、今、どう感

じてらっしゃるかでいいので、お聞きした

いと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  この調査の結果を受けてでございますけ

ども、その箕面市域における利用者の影響、

これを抑える。また、阪急バスという事業

者の採算、その影響も抑えるということを

考えながら、箕面トンネル経由の便、これ

を実現するということについて、方法を検

討する余地は十分にあるというふうに思っ

ておりまして、その具体案を、具体的にこ

の便はこのようにというような、本当の具

体の運行案、これをもって今後、箕面市、

並びに阪急バス等と協議を重ねていきたい
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と思っているところでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  ありがとうございます。すごく希望が見

えてきました。ということなんですけれど

も、ちょっと通告と違うんですけど、以前、

町長が希望ヶ丘にお越しのときに、バスは

乗り継いでくれたらいいというふうにおっ

しゃいまして、乗り継げばということを言

われたので、ちょっと調べてみましたけれ

ども、例えば、今乗り継ぐ方法に２つあり

ます。希望ヶ丘から東西バスに乗りまして、

そして箕面ですね、地区センターで千里中

央行きのバスに乗ると、そういう方法をし

ますと、５４分かかります。これは、でも

残念ながら通勤時間帯にはないんです。始

発が８時１６分でありますから、それで乗

り継いで行きますと、ここに阪急バス箕面

森町線乗り継ぎ表というものを出していた

だいてまして、これで見ますと、９時１０

分に着きます。ですから５４分かかるとい

うことなんですね。 

  また、もう一つの方法がありまして、希

望ヶ丘から出ている池田行きのバスにまず

乗ります。そして、中止々呂美で乗りかえ

ますと、これが朝ですと、６時２８分発の

がございまして、それに乗ると、千里中央

に着けるんですけれども、これはまた４７

分かかるんですね。 

  現北大阪ネオポリス線ですね、素直にそ

こから乗って、乗りかえなしに千里中央へ

行きます。アップダウンもありますし、カ

ーブもありますし、ちょっと乗ったら酔う

ような子もいるかもしれません。でも、そ

れは４８分に着いてしまう。 

  乗り継げばという方法は、余り賢明では

ないんですね。もちろん間に時間があると

きがありまして、ちょうど７時１５分に千

里中央に着こうと思ったら、この６時２８

分のに乗ったら千里中央に行けるよという

一つの方法ではあるんです。 

  でも、今、明るい希望はあると。１本、

２本、箕面森町へ上らずに、直接、箕面グ

リーンロードへ走ってもらうという、そう

いう経路も明るいんではないかと内田部長

のほうからもお答えいただきましたし、ぜ

ひ前向きに考えていただきたいんです。 

  ですが、それよりも、もちろん恒久的に

そういう路線バスにするのもあれなんです

けど、その前に、今、社会実験中の東西バ

スというのがございます。これを使いまし

て、今言ったような時間に千里中央に朝、

２便だけでも箕面グリーン道路を通して千

里中央駅の実験として輸送していただけな

いかなと思うんです。さて、何人乗るか。

結構乗ると思うんですけど、いかがでござ

いましょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  東西バスの車両でございますけども、こ

れは地域公共交通基本構想、これにおけま

すリレー便ということで使うことになって

おりますことから、そのリレー便の運行を

取りやめて、その車両をそちらに使うとい

う予定はございません。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  リレー便を取りやめてというのではなく、

多分リレー便というのは、割と遅い時間か

ら始まるじゃないですか。今は８時から始

まったんです。５時４１分が最終便です、

阪急バス豊能営業所前では。ですから、そ

れより前の時間に２本、お願いしたいなと

思うのでございます。 
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  今、実験してみて、そして阪急バスに訴

えかけるというのも一つの方法ではないか

と思うのです。いかがでございましょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  リレー便と申しますのは、ときわ台から

中止々呂美までを結ぶ便ということで、池

田方面への便にも乗っていただける千里中

央方面の便にも乗っていただけるというよ

うなことを考えておるものでございまして、

今、リレー便の前の時間帯のダイヤでとお

っしゃいましたが、今、ダイヤが何時から

何時までというようなことを申し上げるこ

とはできませんのですけども、その車両を

使うということについては、やっぱりリレ

ー便を実現するということから今は考えて

いないということでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  リレー便は使わないとおっしゃっており

ますが、でも使える余地もあるんじゃない

かなと。今、いろよいお答えをいただかな

くても、また再考いただきまして、考えて

いただきたいと思います。また、阪急バス

へも続けて訴えかけていただきたいと思う

んです。 

  さて、町長、私は町長のお声が聞きたく

てここに書かせていただきました。現役世

代の支援というのは、どのように考えてい

らっしゃるか。バス問題についてというか、

交通の問題について、現役世代の支援をど

のように考えているかということをお答え

いただきます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  おはようございます。現役世代の支援で

すけども、これは必要だというふうに思っ

ております。ですので、だからこそ今、具

体案を持って、箕面市、阪急バスとも協議

して、実現しようということで、今現在、

進めているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  もちろん心得ておりますと、私には心に

は響きましたので、どうかよろしくお願い

いたします。 

  では、中学校給食についてでございます。

きのうも管野議員からも質問もございまし

たし、憂えているところでございます。そ

の後、問題はないかというふうに聞かせて

いただきましたが、吉川中学校でも、また

東能勢中学校でも、やはり異物混入という

のが進んでいるというふうに聞いておりま

す。この事態をどんなふうに捉えてらっし

ゃるのかお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  塩山教育総務課長。 

○教育総務課長（塩山博之君） 

  おはようございます。井川議員の御質問

にお答えします。 

  １学期に比べまして、問題事例は少なく

はなってきているというふうには考えてお

ります。また、２学期に入ってからは、お

かずの一部と副食のデザートに欠品の事例

がありまして、こういう問題がありました。

業者に対しては、指導としてさらなるチェ

ック体制の強化、社員の意識のレベルの向

上を図っているところなんですけども、こ

ういう事例があったことに対しまして、さ

らに指導は強めていきたいと考えておりま
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す。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  デザートがないって、何かすごい悲しい

事態ですね。楽しみだと思うんです。そう

いうのもしっかり強化していただきたいと

思うんです。 

  やはり１学期よりも異物混入が少なくな

ってきたけれども、やはりまだあるという

ところが残念です。昨日の管野議員の質問

の中にも出てきましたね。虫が入っている

とか、わらが入っているとか、糸くずが入

っているとか、食べようというものにそう

いうものが入っているというのは、とても

悲しく思います。 

  でも、やっぱり明るいのは１学期よりは

少なくなってきたかな、落ちついてきたの

かな。このまますんなりと中学生の皆様が

おいしく給食をいただけるような、そんな

環境づくりというのがとても大事だと思う

んです。 

  私、思うんですけど、９月にも質問させ

ていただきました。気持ちよく給食を受け

入れる手だてというものを、もう少し落ち

つくまで考えてみてはどうですかという質

問を投げかけさせていただきましたが、ち

ょうど時間切れで、汁物のふたがという話

になってしまったので、そのことについて

お答えいただきたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  塩山教育総務課長。 

○教育総務課長（塩山博之君） 

  お答えします。 

  両中学校の生徒に対しまして、リクエス

トメニューのアンケートを実施いたしまし

た。そのアンケート結果をもとに、今月に

人気メニューの給食を提供する予定にして

おります。１２月２２日に東能勢中学校、

１２月２４日に吉川中学校で出す予定をし

ております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  気持ちよく受け入れる手だてというのは、

メニューを考えていこうということだと受

け入れました。ですが、混入というのは業

者のほうで入ってくるものだと理解してい

るというふうに教育長のほうでお答えいた

だいたんですけど、生徒の手元に届くまで、

誰も開けることがないという環境をつくっ

てみてはどうかなと、もう一押ししたいん

ですね。おかず、それから御飯、それに例

えばビニールのテープ、ぴょっとすぐ取れ

るようなものを巻いてみるとか、そういう

工夫もできるんではないかと思うんですけ

ど、それについてはいかがお考えでしょう

か。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答え申し上げます。 

  なかなかこれ表現が難しいんですけれど

も、実は８件とか９件、毎月あるんですね。

３日に１件、かなり毛髪も入っています。

あるいは虫といっても小さい、蚊の小さい

ようなものがぽとっと入っていて、なかな

か見えづらい虫でした。そうしたものは、

実は熱が加わってないことが多いですね、

髪の毛や虫が。ですから、どこで入ったの

かということに関しては、当然、製作段階

で入ったのかもしれないんだけども、やっ

ぱりなかなかそれについて熱が加わってな

いことを考えると、もう少し詳しく、どう
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いった状況なのかということを考えてみる

必要があると思っています。 

  そういう意味では、そうしたことをもう

少し業者と一緒に内部でも検討させていた

だきまして、そして未然にそうしたことが

防げる方法として、今のことが有効であれ

ば考えてみたいと思いますが、今のところ

はそのあたりの今入っている状況、業者の

責任に帰するものが少なくなっていて、も

しかすると、後から入っているんではない

かというようなものが入っているように見

受けられますので、そうしたところを分

析・検討させてもらいたいなと、それを給

食会でありますとか、あるいは内部でもっ

てどう考えていくか判断させてもらいたい

と思っています。よろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  熱が加わってないということは、やはり

考えられるのは１点であります。私の口か

らでは避けますけれど、でも、それを誰々

がというのではなくて、そういう環境にし

ないということが大事なことなんでありま

す。なので、私がここで訴えるんですけれ

ども、やはりそのような施策をしていただ

きたいと思います。 

  やはり保護者のニーズとしては７割、ま

た子どもたちは要らんというのが７割でご

ざいました。保護者としても、やはりお弁

当づくりをサボれるからうれしいわという

もんでもないです。やはりお弁当をつくる

ときに、私は国産のものにこだわっており

ました。ですから、お米はやはり豊能産で

すし、あと野菜を買うときも、ちゃんと裏

を見て、国産かどうか見てましたし、子ど

もたちが喜ぶウィンナーも、赤い発色のも

のではなく、発色剤を抑えたとか、それか

ら防腐剤がないとか、色は地味ですけれど

も、やはりそういうようなことも気を配っ

て、親はお弁当をつくっておりました。特

に男の子なんか、「ありがとう」と言って

放り出すだけなので、意思疎通、お母さん

がつくってくれたなというのを思っている

かどうかは知りませんけども、でもやっぱ

りお弁当は開いたときに親子の、親子でな

くても保護者とそのお子さんとのコミュニ

ケーションが図れるし、また、お子さんが

頑張ってお弁当をつくってますという人も

いらっしゃいましたし、いろんな食育がお

弁当にありました。 

  それをやはり学校給食を始めまして、外

に買いに行く子どもがなくなったというこ

とは、とてもいいことだと思うんです。昼

食格差がなくなったと。前にも言わせてい

ただきましたけれども、みんなで一緒に同

じ弁当を食べるというところが、やはりそ

れもすばらしい食育だと思うので、やはり

気持ちよく食べられる環境をつくっていた

だきたいと私は思いますので、そのことを

よく、ビニールのテープを巻いてみるとい

う方法もあると思う。それもよく考えてい

ただきたいと思います。 

  次、今、牛乳がお弁当と一緒に配給され

ていると聞いております。牛乳なるものは、

とても繊細な飲み物であります。例えば、

温度です。夏に生ぬるい牛乳、これはいた

だけません。また、冬に冷たい牛乳、これ

もちょっとお食事いただくときに、冷たい

牛乳を飲むと、何かかえって胃腸の働きを

悪くしてしまうんじゃないかなというよう

なことも考えるわけで、ですから、別に牛

乳が給食になくてもいいんじゃないかなと

思うのです。 

  その牛乳のお値段というのは、あると思

うんですけど、そのお値段の分を、例えば

今言ったビニールの手だてに回してみると

か、例えば、先ほどおっしゃいましたよね、
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人気メニューを考えてつくってみるとか、

メニューの内容を、そちらのほうにお値段

回してみたら、もっと喜んでもらえる。例

えば、国産にもこだわれるかもしれません

し、そういうものがつくれるんじゃないか

なと思ったんですけれども、いかがでござ

いますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  塩山教育総務課長。 

○教育総務課長（塩山博之君） 

  井川議員の質問にお答えさせていただき

ます。 

  牛乳をなくして、その分をおかずのグレ

ードアップをしてはどうかということなん

ですけども、本町は全員喫食、主食、副食、

牛乳からなる完全給食を実施しております。

中学校給食を実施するに当たりまして、栄

養バランスを重視する観点から、大阪府が

牛乳つきの中学校給食の導入に対しまして

補助金を交付しておりまして、現在のとこ

ろ牛乳をなくす考えはございません。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  済みません、私の勉強不足で。でも、何

ていう制度でしょうね。牛乳がないとだめ

ですよみたいな。ちょっとよくわからない

です。それについてまた、何かいただける

んですか。よろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  牛乳つきのという言い方で、実は、成長

期におけるカルシウム摂取が非常に重要で、

それで、文部科学省の給食基準において、

１日当たりのカルシウム量の５０％を給食

でという基準があります。この基準をもと

に、一富士でつくっているわけなんですね。

給食に牛乳をつけているわけです。だから、

基準をもとにやっている行為であるという

こと。今、牛乳をもし代替するとしたら、

ホウレンソウ２把、しらす干しがカップで1.

５杯、そうすると、しらす干しをどっと御

飯にかけて食べれば、それはなくなるんで

すけども、要するに５０％のカルシウム必

要量を摂取するという前提があって、コス

トを考えた場合、そうした観点からやはり

牛乳つきということが重要ではないかとい

うことで、府も補助金を出していただいて

いると思うんですね。 

  ですから、そのことについて、自治体に

よっては牛乳をなくすというようなところ

もないわけではないんですけども、でも、

この基準に沿うということをどうするかと

いうあたりは、私ども慎重に考えなければ

ならないんではないかと思っております。 

  いろいろ検討したいと思いますけども、

そういうことを御理解をいただければ、大

変ありがたいと思います。よろしくお願い

します。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  牛乳の代がえというとホウレンソウ２把、

しらす1.５カップと、御飯の上にしらすを

いっぱいかけて食べるとおいしそうですけ

どね、そういうことになるんですね。でも、

基準があるというのは聞きましたけれども、

やはりそれを打開していく方法というのも

あるかもしれませんよ。例えば、牛乳じゃ

なくてデザートにかわるヨーグルト、これ

もあるじゃないですか。そしたらまた、毎

日ヨーグルトか、ちょっとまたお嫌いな生

徒さんもいらっしゃるかもしれませんけど、

そういう工夫もありだと思います。 
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  固定観念にとらわれずに、許容範囲をも

って考えていただきたいですし、また、下

のほうから突き上げるという、上からこん

な規則がありますよと、だから、それに従

ってくださいではなくて、現場を知るのは

我々ですよと、強い心を持っていただいて、

下から上に物を申すということも大事じゃ

ないかと私は思います。よろしくお願いい

たします。 

  だから、補助金のものを変えさせていく、

変えていただいていく努力というのも、や

はり現場をあずかる私たちにとって、皆様

にとっても私たちにとっても大事なことか

と思うので、そこを基準なんですというふ

うに言わないで、これから、今すぐお答え

いただかなくて結構ですので、これから取

り組んでいただきたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

  ユーベルホールに参ります。ユーベルホ

ールの改修計画について、財政健全化推進

プランにユーベルホール大規模改修を先送

りして、５年間の効果額として8,０００万

円を上げていらっしゃいます。一体いつま

で先延ばしするのかという思いがあります。

お答えいただきます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今、議員がおっしゃったように、現在、

財政健全化推進プランで、平成２６年度と

２７年度の２カ年で大規模改修を先送りす

ることとしており、各年度で4,０００万円、

合計8,０００万円の効果額を見込んでいる

というところでございます。 

  当初の３年間での改修計画を２年目から

凍結としまして、現在は施設を開設、運営

する上で、運営上やむを得ない修繕につい

てのみ行っているというところでございま

す。 

  今後の今御質問の改修についてでござい

ますけれども、財政健全化推進プランの計

画年度が、平成３０年度までとなっている

ことから、平成３１年度以降に、その時点

の町の財政状況を十分見きわめた上で、さ

まざまな角度から慎重に検討していこうと

思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  今でも照明や音響設備は、軽く耐用年数

を過ぎていると聞いています。これ以上先

延ばししますと、今の状態だと8,０００万

円ですが、やっぱりそれでは済まなくなっ

てきますよというふうに心配するのです。

それについて、どういうふうにお考えです

か。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  船曳生涯学習課長。 

○生涯学習課長（船曳 健君） 

  おはようございます。ただいまの御質問

にお答えをさせていただきます。 

  それぞれの設備につきましては、一応経

年劣化がございますので、残りの8,０００

万円で済むということは不明ではございま

すが、定期的に最低限の保守点検を行うこ

とによりまして、問題なく快適に御利用い

ただけるよう最善を尽くすことといたして

おります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  そりゃ保守点検するのは当たり前です。

でも、大規模改修の先送りとはまた違うん

ですね。９月議会の一般質問でも取り上げ
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られていました調光卓の故障、それはあり

ましたけど、でも、予備卓があるので大丈

夫でした。それで済む問題じゃないです。

そのときはたまたまそれで済んだというよ

うな次元ではないかなと私は思っています。 

  このような状態でプロのなさってくださ

る方たちにお願いしていいものかというも

のが、とても心配になってきませんか。や

はりプロの方たちは、一生懸命それについ

て準備をしてこられるわけですよ。もし何

かあったらどうなさるんですか。とても怖

いことだと私は思うんです。やはり今の間

にできることはするべきだと私は思います。

いかがですか、これについては。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  船曳生涯学習課長。 

○生涯学習課長（船曳 健君） 

  予備調光卓につきましては、確かに本卓

とは同じでないということではございます

が、照明の効果が５００チャンネル回路を

記憶できるという卓でございますので、ほ

ぼ同様の内容で調光ができると考えており

ます。よりまして、プロの御利用にも十分

対応できると考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  調光卓については大丈夫ですよ。でも、

いろいろ劣化してるんです。９月の質問の

中にも管野議員がおっしゃってましたけど、

マイクが上がってきませんよとか、ノイズ

がありますよとか、いろいろ問題がある。

なので、8,０００万円要るんです。それを

先延ばししてどうなんだと。原課の方は要

るということはようく承知なんです。じゃ

なくて、私はこちら側に聞いております。

いかがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましては、今先ほど申しま

したように、財政健全化推進プランという

中で、今現在、補修を先延ばしさせていた

だいていると。それと、もう一つ、必要最

小限の補修、これについては、今現在もや

っているところでございますし、先ほどの

話がありましたように、予備調光卓、こう

いったものも、プロ仕様には耐えられるよ

うなものというふうに思っておりますし、

今現在といたしましては、補修という形で

対応してまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  こちょこちょ補修するより、ばあんとお

金を入れたほうが得ということもあると思

うんです。ユーベルホール、今、頑張って

活動されてます。私もロビーコンサートに

行ってまいりました。本当に出演者の皆様

と近々に音楽が聞けました。ゴスペルをそ

のときはなさっておりましたが、そのよう

な活動も一生懸命なさっております。１０

０人の席がほぼ埋まる、９８人ぐらいしっ

かり座ってらっしゃいましたし、皆様５０

０円、ワンコインですばらしい音楽が聞け

るというところに魅力があると。私は毎回

通っているのよと、お隣に座った女性がお

っしゃっておりました。そうやって楽しみ

に音楽も身近になる。また、いろんな演目

でも身近に過ごせるロビーコンサートとい

うのを考えはった人はすごいなと思いまし

た。それもそうです。 

  また、貸し館事業、いろんな発表の場と

して貸し館事業もしていただいてます。そ
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れも進めながら、やはりプロを自信持って

呼べるような会館の整備にしていただきた

い。そして、小・中学校の皆様に、プロの

音楽をユーベルホールで聞いていただく、

そういう機会を環境として、町としてつく

っていただきたいと私は思っているんです。

いかがですか、町長。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  この施設整備については、現在の状態で

も自信持って利用いただけるものと思って

ますし、今、小・中学生に対しての音楽教

育については、協定を結んでいるフィルハ

ーモニックウィンズ大阪や、大阪音楽大学

の協力も得て、楽器体験とか出張演奏など

の音楽教育、こういったことも今、実施し

ているというところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  いろんな活動をされている団体がありま

して、この団体の方と会う機会がありまし

た。「劇場法なるものがあるんだよ。君、

御存じか」と言われて、私、そのとき、ま

た勉強させていただきました。劇場、音楽

堂等の活性化に係る法律というものがあり

まして、劇場、音楽堂等は、国民の生活に

おいて、いわば公共財ともいうべき存在で

すということで、こういうような、都会に

いても、また豊能町にいても、同じ音楽環

境でというのは無理かもしれませんけど、

でも、それに近い場所を、地方公共団体と

しての役割という条項があります、第７条

ですね。地方公共団体は、この法律の目的

を達成するため、自主的かつ主体的に、そ

の地域の特性に応じた施策を策定し、及び

当該地方公共団体の区域内の劇場、音楽堂

等を積極的に活用しつつ実施する役割を果

たすよう努めるものであると。 

  今もロビーコンサートであるとか、ちゃ

んと活躍してますよとおっしゃるかもしれ

ませんけれども、文化振興基金なるものが

１億5,３８８万円あるというふうに、この

町報で町の皆様にもお伝えなさっていると

ころであります。 

  今、先行きはちょっとわからないですけ

ど、でも、今、町税の減収はさらに進むと

いいますが、決算黒字です、今は。ですか

ら、今から先細りしていくんと違うかと心

配しながら、今見送っていたら、じゃあ、

いつするんですかという感じになってくる

んですね。 

  ですから、今、取り組むべきではないか

と、そんなに先延ばしていいんですかと私

は心配しているんです。いかがですか、町

長。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今おっしゃられた文化振興基金、こちら

につきましては、豊能町文化振興基金条例

で、本町における文化の振興を図るために

必要な財源に充てる場合に限り、処分する

ことができると定めているところでござい

ます。 

  主にユーベルホールの今、維持管理経費

や文化事業等に充当しております。これま

でもその時々に応じて、必要に応じて充当

してきたところでございます。 

  ユーベルホールの大規模改修につきまし

ては、財政健全化推進プランの期間内にお

いては、先送りする旨、定めております。
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少なくとも平成３０年度までには行わない

こととしておりますので、御理解いただき

たいと思います。 

  それ以降の大規模改修を行うこととなっ

た場合は、その財源として文化振興基金の

充当も検討することになろうかと考えてお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  ９月の一般質問でも内田総務部長が、高

尾議員が御質問なさったときに、「そのお

金は今、使っております。」とおっしゃっ

てましたのはよく聞いております。ですが、

やはりそういう維持費というのは、やはり

そういう基金じゃなくて、別のお金を使っ

ていただく。やっぱり基金というものは、

固まった改修に使っていただきたいなと私

は思うのであります。それについてはいか

がお考えですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  基金の種類はたくさんございまして、今

おっしゃっているのは文化振興基金という

ことで、町長が答弁申し上げたとおり、文

化に使うというようなものでございます。 

  一方で、公共施設整備基金という基金も

持っておりまして、その公共施設整備基金

はハード面に使うというようなことで、こ

れまでも学校でございますとか、消防署で

ございますとか、そういうものに使ってま

いりました。本来は、町長が申し上げたと

おり、文化に使うというような基金でござ

いますので、そのように充ててきたと。シ

ートスも文化の一環であるということで、

シートスの指定管理料にも充ててきたとい

うような経緯がございます。 

  議員のおっしゃったとおりの基金の残額

がございますけども、繰り替え運用をして

おる関係で、実際の現金の決算額、２５年

度は１億円ちょうどぐらい、今年度当初に

もユーベルホールにもう既に充当するとい

う計画がございますので、現金ベースでは

もう数千万円というようなことでなってお

ります。このまま残高が残っておれば、町

長が申し上げたとおり、ユーベルホールの

改修の際にそれを投入するということも考

えますが、ひょっとしたらこのまま毎年ユ

ーベルホールにそれを充てていく、シート

スに充てていくということになれば、基金

が底をつくということもあり得るなという

ふうに思っておりますし、先ほど申し上げ

た公共施設整備基金についても、かなりハ

ード面の改修に充ててまいりましたので、

その基金の残高も非常に今、少なくなって

いるというような状況で、非常に厳しい。 

  今後は、財政調整基金という基金がござ

いますが、その一般財源に充てる基金、こ

れを有効に活用してまいりたいと考えてい

るところでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  広報でこういうふうに書かれておるので、

こうだと思ってしまいますけど、内情を聞

くとかなり厳しいものがありますね。でも、

今からよくなるというより、今がやりどき

だと思いますよ。 

  私の時間も終わってしまいそうになって

おりますが、どうか御再考いただいて、こ

こで言ったからじゃなくて、今言っている

意見がどんどん変わっていっていいんです。

明るい方向に変えてください。よろしくお

願いいたします。 

  では、私の一般質問を終わらせていただ
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きます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  以上で、豊鳴クラブの一般質問を終わり

ます。 

  次に、無所属の会の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  福岡邦彬議員を指名いたします。 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  無所属の会の福岡でございます。 

  人口減と高齢者対策についてから、ダイ

オキシン汚染物の問題についての、あるい

はごみ処理について一般質問させていただ

きます。 

  昨日、町長は、人口減対策として大都市

に住む働く人たちが、住んでもらいたいと、

いわゆる人口流入を考えているんだと、こ

ういうことをおっしゃいました。なるほど、

そういう考えもあるだろう。しかし、少な

くとも魅力ある施策、あるいはその人たち

が住みたくなるような条件がなければ、僕

はだめだと思います。この点、豊能町にあ

りますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えをいたします。 

  まず、豊能町は、これ通勤圏内であると

いうことと、もう一つは、若い人たちにと

っても、これ不動産を借りるにしても、買

うにしても、非常に届くような価格になっ

ている。また、自然環境も豊富であると。

そういった意味からは、魅力というものは

あるのではないかというふうに認識してお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  それは施策じゃないでしょう。私は、こ

の豊能町に住んで４５年になります。当時

は電車１両、しかも梅田発１０時３０分で

終電車でした。しかし、能勢電という至便

な交通があったおかげで開発は進み、電車

は１両から２両、２両から４両、さらにと

きわ台は太陽の町1,３００戸5,０００人の

町と、大々的な住宅開発が始まりました。

５０年前です。 

  その間、この豊能町の魅力、つまり土地

が安かったんです。だから私も来ました。

自然、それは当然、その当時の自然は神崎

川、大和川、そして旧淀川まで汚れてにお

いをしてました。そんな中の状況の中で、

ときわ台は魅力だったでしょう。 

  あれから５０年、どうなってますか。神

崎川、大和川全部きれいになりました。そ

して、この終電車も１１時ぐらいになりま

した。本当に便利になりました。だから、

どんどん人が入ってきて、教室も足らない、

そのぐらいの人になりました。 

  今はどうですか。吉川小学校、増改築し

て追いつかなかったやつが、１年生はこと

しの小学校は１０人です。あなたがＰＴＡ

会長してあったときには、途中でやめられ

ましたけど、何人やったですか。せいぜい

一桁、１０人かぐらいでしょう。全校生も

８０何人、このような状況ですわ。どのよ

うにして今さっき言った魅力ある町の政策

ができているんですか。 

  能勢電も皆、こんな魅力のない電車は利

用しない。前はときわ台の人は妙見口へ行

かなければ座れなかった。今は光風台まで

座れますよ。そんな魅力のないとこに能勢

電が投資しますか。阪急バスが投資します

か。 

  町長はきのうから、豊能町のために一生
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懸命やってますと、阪急バスや能勢電にお

願いに行ってます。魅力ないんですわ、乗

らないから。阪急バスも能勢電も株式会社

です。慈善事業をやっているわけでも何で

もないです。だけど、ことし交通特別委員

会が開催されました。その大きな理由は、

ときわ台再開発という大きな命題に取り組

むという形だから、ああ、なるほど能勢電

もこの話では行くんではないかと私は考え

てました。 

  しかし、今おっしゃったように、通勤圏

内、若い人が来ません、はっきり言って。

魅力がないからです。もう一つ言うたら、

せめて、この３つのうちに、教育の町ぐら

い言ってくれるかなと思ってもそれも言わ

ない。そういうはっきりしたコンセプトが

ないから、そうじゃないですか。 

  私は、このようなことを、情けないけど

言わざるを得ない。だから、今持っている

豊能町のいわゆる小さな問題かもしれませ

んが、人に魅力を感じてくれるような小さ

な沿線ごとの町起こしをしたらどうかとか、

あるいは来年に備えた高山右近の４００年

没後、こんなんも踏まえて、何とか豊能町

の魅力を発信していきたいというけなげな

考え方ならば結構です。 

  しかしながら、先ほどからも、きのうか

らも、ユーベルホールの話が出ました。ユ

ーベルホールの改築はどうするか。この話

については、私は触れませんが、しかし、

少なくともユーベルホール、文化の拠点と

してあなたはきちんとこの条列の中に書い

てます。言ってますよ、発信の中で。水曜

日、木曜日休んで、文化の発信の拠点にな

りますか。少なくとも文化の拠点ならば、

３６５日やれる。何も一流のプロなんか要

らん。全ての子どもたちの開放の場、ある

いは池田のように、落語でもいい、何でも

いい、そのような形の文化としての、大き

な枠の文化としての発信を根本的に考えら

れたらどうですか。これ以上言いませんが。 

  そして、私は、定住化施策として、町長

はこの当期予算の中で、住マイル助成とい

うことを考えられました。住マイル助成と、

それから改築住宅取得助成金と、それから、

もう一つは、改築という中で、この２つ合

わせば６０万円になるから、定住化施策が

進むとおっしゃいました。その成果はどう

ですか。これを町長にお聞きします。別に

総務部長でも結構です。そこから町長にお

聞きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  住マイル助成の成果ということでござい

ます。助成には住宅取得の助成とリフォー

ムの助成２種類がございまして、住宅助成

のほうはゼロ件、リフォームの助成が１１

件ということでございました。 

  そのうち、この制度の目的でございまし

た定住人口の維持、定住人口の増加、この

点について申し上げますと、今回のこのリ

フォームの助成で転出を思いとどまったと

いう方が１件ございました。それ以外の方

は、そういう理由ではございませんでした

が、リフォームの上、今後も定住をすると

いうような意向が感じられたということで

ございました。 

  決して成功したというふうには思ってお

りませんでして、転入の促進ということに

は一件も至らなかったと、転入の促進はな

かったということでございましたので、次

年度に向けて制度設計中でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  まさにさもありなんと思う。私は、前回
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もそのように言いました。当然でしょう。

どないして人口がふえるんですか、この条

件の中で。ばらまきですよ、はっきり言っ

て、リフォームでの。そうでしょう。前年

にいわゆる住民税を払わなければいけない

人間でっせ。豊能町にいとるんや。いとる

人間がどないしてふえまんねん。当然、思

いとどまった、ええこと言うてくれたわ、

思いとどまるでしょう、そりゃ条件がある

から、それを受けようと思ったら。 

  受けた人に聞きました。８月から、そん

なわずかな距離でできるはずがないという

話でしたわ。８月にやって、もう５日に何

人か来たとか、そんなわけのわからんこと

を言ってる。それで町内の、あるいは町外

とあえて指定しませんが、その人たちは、

半分出まんねん、どんどんかけなはれ、や

りなはれ、私、見積もり書きまっせいうて

やった人も何人かおると聞いてます。生で

聞いてますねんで、私。そんなことで人口

定住化施策なんて大きなこと言うたらあか

ん、これだけはきちんと言うておきます。 

  次に、ダイオキシン汚染物の処理とごみ

有料化についてお伺いします。 

  ２６年度までごみの減量化が達成できな

かった場合は、値上げすると財政再建プラ

ンに書いておられます。私は、財政再建プ

ランが、きのう内田部長が、毎年３月にお

示ししているとおっしゃいましたが、去年

は１２月２０日にきちんといただいており

ます。そして、２月の末に示されておりま

す。しかし、そのことは少なくとも町が考

えられたことであって、議会全体のオーソ

ライズされた財政再建プランではありませ

ん。これだけはきちんと明確にしてくださ

い。それを町長は、あるいは副町長が、あ

るいは総務部長か知りませんが、教育委員

会に対しては、もう財政再建プランに乗っ

て値上げするとか言ってるじゃないですか。

違いますか。オーソライズされているなら

ば、民間で言う原則承認があれば、なるほ

どそれはいいですよ。何もオーソライズさ

れてないじゃないですか。一方的に説明さ

れただけじゃないですか。しかも２２年に

始まった５カ年計画を途中でやめて、やっ

ているだけじゃないですか。それは認めら

れませんよと、私、何度も言ってました。 

  しかし、ごみ減量化については、もう既

にこういう形でおっしゃってましたよ。２

６年度に達成でき、できますかいな、反面。

きのうも誰かおっしゃってました。まだま

だごみふえますよ。今問題になっている廃

プラ、これを何ぼリサイクル法によってや

って、お金をもらうか知らんけど、どれだ

けの金がかかってますねん、それを仕分け

るために。しかもそれを燃やせば、これは

リサイクル法をまだ勉強せなあきませんけ

ど、燃やせば、きちっとした燃料になるじ

ゃないですか。どんどんふえますよ。 

  しかも、もう一つは、建設環境部長もそ

うですけど、死獣という問題があります。

鹿やイノシシをどうやってやるか苦労して

いるでしょう、あなたたち。ごみでしょう。

そういうことも踏まえて、本当にこの３月、

２６年度に半減できるんですか、お聞きし

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましては、以前より計画を

お示しして、こういう目標をお示ししてい

るところでございます。確かに、なかなか

難しいかもしれませんけれども、これはや

はりごみにつきましては、いろいろ見まし

たところ、これごみの総排出量、これを見

てみますと、２４年度ですけれども、生活
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系ごみで、豊能町と能勢町との差でいくと

１９７グラム、また大阪府の平均で言って

も１３２グラムということで、出してる総

量という意味では、豊能町、結構大きな面

もございます。そういったこともございま

して、これは私自身も頑張っておるところ

でございますけれども、ぜひともこれはご

みの減量ということについては、当然、い

ろんな経費の削減にもつながりますので、

ぜひ皆さんとともに頑張ってまいりたいと

いうふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  私も頑張って、個人の話、聞いてません

よ。しかも、堂々とこのような形で、いわ

ゆる町長のホームページの中で、堂々と個

人の話やっているけど、こんなあほなこと

したらあかんで、正直言うて。私はやって

ます、ミミズ栽培。ミミズの嫌いな人、お

るんや。何で豊能町はごみがふえているか

わかりますか。高齢化ですよ。それを住民

のせいにして、半分にしてください。半分

にすればごみ代は値上げしませんと、なぜ

そんなことが言えるんですか。何で言える

んですか、もう一遍言ってください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  半分ではなくて、今申してますのは、約

１５０グラムということでございます。こ

ちらにつきましては、本当に先ほども繰り

返しになりますけれども、総排出量という

意味で言うと、府下で見ても、豊能町は非

常に多い面もございますので、このあたり

については、皆様、一緒に努力しながら、

これはもう進めてまいりたいというふうに

思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  この期に及んで、まだ住民のせいにする

んですか、府と比べて。違うでしょう、高

齢化や言ってんです。高齢化ですよ。ミミ

ズの嫌いな人はコンポストなんか見向きも

しまへんで。それも押しつけますのか、あ

なた、町長は。コンポストのときに、コン

ポストを設置するというのは、あなた、町

長は、まだ大阪市に住んでいたときには、

それの補助金も出てましたよ。それすらも

皆ほとんど利用しなくなってやめたんです

よ。その経過を知っておられますか、町長。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  そういった補助金が出てたということは、

知っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そうすると、ダイオキシンで大きく世間

に迷惑をかけた、そのことから考えて、豊

能町民がどれだけの工夫をしてごみの減量

化、あるいは選別化に努めていたかと、も

う知っておられますね。お聞きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  確かに、今ごみの分別、皆様に御協力い

ただいてやっていただいているということ
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は、本当にありがたく思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そうすると、町長、３年前、４年前を思

い出してください。大阪市の役人やったと

きに、豊能町のごみ代有料化のときに、あ

なたはごみ代を値上げしたらだめやという

ことで活躍されましたですね。これはお認

めになりますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  それにつきましては、そういったことで、

ごみの有料化については、当時はそういう

主張はしておりました。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  もう一度言ってください。そういう主張

をしておりましただけですか。個人で反対

運動されたんでしょう、お答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  運動というか、署名ということはさせて

いただきました。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  署名をされて、そして町長になられたら、

今度は手のひらを翻したように、住民にご

みの減量化を押しつけて、高齢化を顧みず、

押しつけて値上げするということでよろし

いんですか。はっきり言ってください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましては、やはり、私もこ

の豊能町の中に入って、いろいろ財政的な

ことも見させていただいて、いろんなこと

も勘案しまして、これはやはり基本的には

受益者負担ということが必要ではないかと、

受益というか、出した方については、そう

いう負担というのは、一定必要ではないか

というふうに思っております。 

  ただ、その中でも、以前から減量化計画

というものがありましたので、その計画に

のっとって減っているということであれば、

それはそれで計画を達成できれば、減量化、

これにつきましてもこの数値、これも有料

化した場合と減量化した場合で入る数値を

見ましたら、ほぼ同じような形の数字が見

込めましたので、こちらにつきましては、

減量したとしても、一定の減量することに

よって、国崎へ支払うお金が減るというよ

うな理解もできましたので、そういったこ

とから、まず、減量化についてお求めした

ということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  おもしろいことをおっしゃる。受益者負

担、そうでしょう。そのこともごみのダイ

オキシンの経過も、ごみの有料化の問題に

ついて、コンポストも知っておられる。そ

したら、１民間人のときに、なぜ反対の署

名運動なんかされたんですか。しかも、必

死になって、皆さんがダイオキシンの教訓
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を踏まえてやったんですよ。 

  ダイオキシンの処理について、また後で

言いますけど、多くの皆さんも知っている

と思いますが、ダイオキシンの処理、今の

ドラム缶、処理するとこ何ぼでもあります

よ。４０トン炉、５０トン炉もありますよ。

まあ、よろしいやん、持ってきなはれ、そ

んなんドラム缶１００本や２００本大丈夫

ですわ。ありますやろ。しかし、ダイオキ

シン、能勢ダイオキシンというたら、断ら

れまんねや。これが現実ですわ。あなたも

皆さんから聞いていると思う。違いますか。 

  ちょっと元へ戻るかもしれませんけど、

そういう負の遺産が豊能町に存在している

ことは、あなたも一番よく知っている。な

ぜか。今までも追及されたユーベルホール

も、お金がないからでけへんとぐらい言う

たらどうやねんと私、思いますわ。できな

いもん、こんだけ基金を取り崩しているん

だから。 

  そして、まだ負の遺産ようけあるよ。崩

落事故、きのうもそんなんありました。こ

れも負の遺産ですわ。業者がやったといえ

ども、それに何ら見過ごしてきた府や町の

責任はあります。 

  さらに、きのうのお話の中で、僕はある

人に言うたら、えらい怒られました。この

一般質問はネットで流れてます。ところが、

きのう、私どもとして牛乳の賞味期限の話

がありました。それを害がありませんと言

っていると。教育長や副町長や町長は何し

とってんと、それはあくまでも、それは現

場としてはそういうことを言わざるを得な

いかもしれんけど、そういう打ち合わせす

らできないかといって笑われました。これ

も僕は負の遺産と思います。 

  さらに、ユーベルホールです。約束して

いるにもかかわらずやらない。基金やとか

言っておりました。そういう負の中で、ダ

イオキシンも全て処理していくのが豊能町

の使命であり、そして住みよいまちになる

んじゃないですか。私はそう思いますわ。 

  そこで、いわゆるごみの有料化というこ

とは、町長としては財政再建プランにのっ

とって粛々と進めるということを理解して

いいですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  財政再建プランに書いてあるとおりの形

で進めたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そうすると、ごみ有料化反対といった反

省をどうされてますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  こちらにつきましては、私、当時、町の

内情等、よくわかりませんでした。今現在、

入ってわかりましたので、こういう形で進

めております。 

  ただ、一つは、やはりこれ減量化という

ものができれば、それはそれで一定の効果

も見込めたのではないかというふうなこと

も、財政的な効果も見込めたのはないかと

思っています。今、振り返ってみますと、

やはりごみの有料化というのは、一定、今

の考えで言うと、財政的なことを考えた場

合、必要ではないかというふうに思ってい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 
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  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そうすると、いわゆる大阪市時代にごみ

の有料化について反対署名した、運動した

ということは反省されているんですね。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  そちらにつきましては、当時はよく財政

状況についてはわからなかった。今現在の

財政状況に照らし合わせて見ると、今は有

料化は必要ではないかというふうに思って

います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  質問に答えてください。反省しているん

ですかと聞いているんです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  これにつきましては、私は今現在の判断

ということで今やっております。過去はそ

ういったことも言いましたけれども、そち

らにつきましては、私は当時はそういう形

はしたというのは、それはそれで事実でご

ざいます。ただ、今現在、町の財政等を考

えた場合については、今、財政再建推進プ

ランという形で進めさせていただきたいと

いうことでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  何かむなしなりましたわ。財政再建プラ

ン、いって持ってますわ。一番大きな人件

費の削減という形で財政再建プランに載っ

てます。特別職給与カット等でごっついお

金出してますわ。この間何されましたか、

９月に。特別職、給料上げたん違いますの

んかいな。何で上げましてん。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  特別職につきましては、以前よりまず減

額ということでさせていただいているとい

うところでございます。これはほかの職員

についても同じでございましたけれども、

このたび、人事院勧告ということが出まし

たので、人事院勧告に倣ってやったという

ことでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  全国に流れているんや。人事院勧告は職

員だけじゃないの。私もあのとき大分言い

ましたやんか。職員だけ違いますか。あな

たはトップに名前書いてまっせ、どんな書

類の上にも。職員ですか、違うでしょう。

副町長職員ですか、教育長職員ですか。特

別職は何で上げた言うてんねん。人事院勧

告と関係ないでしょう。お答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  確かに関係はないですけれども、多くの

自治体においては、それに従ってやってい

るというケースもありますし、これまでも

上げたケースもございます。それについて、

以前からも私どもも削減ということもして
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おります。このたび人事院勧告ということ

で出ましたので、それに倣って実施させて

いただいたというところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  支離滅裂やんか。これまでも上げたこと

あるし。ほんまにきちんと言えますか。２

２年から財政再建プランとありますわ、２

２年からずっと５年間、全部同じこと書い

てますか。給料カット、上げてませんやろ。

人事院勧告、リンクしたという形はありま

す。それはずっと下げているときでしたか

ら。違いますか、総務部長。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  議員のおっしゃるとおりでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  町長、わかりましたか。下げてたと。私

はもうそういうことぐらいわかります。 

  次に、木代地区でのダイオキシンに関し

て、町長の答弁はどうしても理解できませ

ん。町長就任以来、猪名川上流広域ごみ処

理施設、いわゆる国崎での処理を減免され

ていましたが、ことし２月になって木代地

区で処理をされるとの方針を明確にされま

した。国崎から変更された理由は、何度聞

いてもわかりません。これについて再度お

答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ダイオキシン汚染物の処理に関しまして

は、町長に就任して以来、処理に要する費

用や期間について、できる限りその負担を

少なくしたいという思いで、外部の業者で

の処理や、国崎クリーンセンターでの処理

について模索してきたところでございます。 

  その中で、国崎クリーンセンターでの処

理についても、施設を運営する猪名川上流

広域ごみ処理施設組合に対し、処理をさせ

てもらえないかということでお願いもして

きたところでございますけれども、しかし

ながら、猪名川上流広域ごみ処理施設組合

としては、設立当初の方針やこれまでの経

過などを踏まえると、ダイオキシン汚染物

を処理する役割はなく、処理は難しいとい

う考えをされており、また、こうした考え

についても、従前から両町のたび重なるお

願いに対しても、一貫して変わっていない

ものでございます。これも議員御存じのと

おりでございます。 

  また、そうした考えについては、これま

で猪名川上流広域ごみ処理施設組合の議会

でも、幾度となく示されてきたもので、８

月に行われた議会でも、管理者から焼却す

ることは非常に困難といったことについて

は、考えを示されていると。これについて

御存じのとおりでございます。 

  組合について、これまで豊能郡の外部に

持ち出しして、処理できないか、さまざま

な形で検討を行ってきましたけれども、処

理の見込みがなく、汚染物を早期に処理し、

ダイオキシン問題を解決していくためには、

町内で処理を行うしか方法がないという判

断に至ったということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  私が質問しているのは、何で２月になっ
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たんですかと。この８月に豊能町議会で私

が質問してその話をしたら、議員も御存じ

ですかと。私、２月まで言うてまんねや。

８月はあくまでも向こうの、私は大塩管理

者に、悪いけど、こういうことになってま

すけど、前提において、ほんまにやってく

れまへんのかというて念を押しただけです

わ。何で８月が理由になりまんねんな。私、

２月までにあんたが判断されたから、町長

が判断されたから聞いてるんです。それを

何で８月に議員御存じやと、知ってますが

な、私が一般質問してますから。そんなま

だぼけてませんで、私かて。そういうこと

でぼけてるということにしときましょう。 

  次に、事前に木代地区で処理することに

変更されたと。事前に木代地区に手続とか、

そういうお話しされたんですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  現地で処理するという方針につきまして

は、施設組合の２月議会で表明して、また、

町の議会においてもお示しさせていただい

たところでございます。現在の処理場所を

候補地として選定するに当たっては、処理

に対する理解を示していただけるよう、地

元にお願いにあがっているところでござい

ます。 

  その際、これまで汚染物の処理の経過や

現状について説明する中で、外部に持ち出

して処理することは難しく、町内で処理す

る以外に方法はないため、現地でする方針

に至ったことをお伝えしたところでござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  質問聞いてくださいな。私は、決める前

に自治会に相談したかというて聞いてるん

ですわ。あとの話は知りまへんがな、私か

て、まだ。聞いてもまだまだ進んでないね

んから。その前に相談されたんですかとい

って聞いているんです。聞いてくださいよ。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  処理をお願いすることということで、平

成２５年１０月１９日に地元自治会の幹事

会に出席させてもらって、処理の話という

ことでさせていただきましたけれども、自

治会としては保管の話というふうに理解し

ていたため、処理の話であれば、改めて調

整するということで、その処理についてお

願いということはできなかったというよう

なことでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  それではしてないということでいいんじ

ゃないですか。してないということですね。

もう一遍確認とりますわ。してないですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  処理のお願いはさせていただいたところ

ですけれども、理解という意味ではしてい

ただいてないということでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 
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  町長、子どもの使いじゃないですよ。保

管の考えと処理の考えは違うでしょう。そ

んなんどうやってそごが生じまんねんな。

しかも自治会行ったという。そんなこと言

うたらあかんわ。向こうは受け取ってない

と。そんな話ってありますか。全てこの一

貫した中で、国崎もそうですわ。全て一貫

した中でお願いに行きました。いわゆる交

通の阪急にも行きました。行きましただけ

ですやないか。あとでもうちょっとこれ詳

しく言いますけど、行きましてんやろ。行

きました続きです。 

  候補地となる木代地区にも何回も足を運

んだと町長は説明ありました。具体的な課

題、つまり保管か、今、ちょっとわからな

いんで本当は考えてなかったけど、処理を

お願いに行ったんですか。そのことをきち

んと明確にしたいと思いますので、テーマ

をもって何月何日何時から、テーマを持っ

て話し合いしたいということで行かれたん

ですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  何月何日という、今そのデータはありま

せんけれども、これについては処理をお願

いしたいということで、話は当然ながら何

度も行っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  僕は、少なくともこのようなお願いする

ときは、向こうは自治会長とかいう形でお

会いするということになるんでしょう。そ

したら、こちらも町長としてお会いするこ

とになるんでしょう。そしたら、きちんと

した正式な記録なり、残しておく必要があ

るんじゃないですか、何度も言いますけど。

ただぼうっと行って、しかも自治会長おら

んときに行って、正式に電話なりアポイン

ト取ってしてくれいうたら、今度は行かん

ようになったんでしょう。違いますか。そ

れでも今行ってますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今といいますか、今は行けてないですけ

れども、それまでについては、当然ながら

お願いには行っておったというところでご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  お願いに行って、その話をきちんとされ

たんですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お願いには行っているところでございま

すけれども、なかなか話というところまで

は、お願いに行っているというところです。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  だから、子どもの使いじゃないと言うて

ますねん。自治会長と町長が行っていると

ころですが、門前払いとはっきり言いなは

れな。そういうような状況ですよ。違いま

すか。それで、私に異論があるねんやった

ら言ってくださいよ。そういう状況でしょ

う。最近行ってないでしょう。 



 

 3－24 

  そして、しかもその人たち、じゃあ、町

長が行かんでも、施設組合、あるいは副町

長、いろんな方がようけいおるじゃないで

すか。人を使いなさいよ、人を、職員を。

職員の活用ということも考えなさいよ。 

  これはどうですか。これから行かれる予

定はありますか。真剣に私が言っているよ

うに、きちんとした、町長としての立場と

して。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  当然、これからもお願いには行ってまい

りたいと思っています。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  以上で無所属の会の一般質問を終わりま

す。 

  この際、暫時休憩といたします。 

  再開は、１１時５分からといたします。 

（午前１０時５２分 休憩） 

（午前１１時０５分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、イノベーションとよのの一般質問

を行います。 

  持ち時間は質問及び答弁を合わせて１２

０分とします。 

  永並 啓議員を指名いたします。 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ９番、イノベーションとよの永並啓です。

それでは、通告に従い、質問をさせていた

だきます。時間が限られてますので、的確

に答弁をよろしくお願いいたします。 

  いつも通告はしていますが、前半で終わ

ってしまいますので、今回は先に環境問題

について質問をさせていただきます。 

  まず、財政健全化推進プランでは、今年

度中にごみの減量の目標が達成できなけれ

ば、２８年度から有料化となっています。

ただ、今年度中に減量目標が達成できなけ

ればというものは、かなり進め方が乱暴す

ぎます。このチラシにもどこにも有料化す

るなんてことは一言も書いてないですね。

こういった減量方法がありますということ

を書いているだけで、どこを見ても有料化、

こんな大事なことを一切書かれていない、

もうこの感覚が信じられないわけなんです

が、やはり目標を設定するんですから、最

低限、達成可能な目標にするべきですし、

方向を示す必要があるということは、以前

から言わせていただいております。 

  ただ、先日、部長の答弁では、これをし

たとしても、目標の達成は難しいというこ

とを言われました。しかし、決算特別委員

会で私の質問に対し町長は、可能であると

いうような答弁をされています。 

  まず、私もどちらかというと不可能だと

思うんですが、この点について、一度、ど

ちらが本当なのか確認させてください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  この目標につきましては、まず、豊能町

のごみ減量化計画、第２次、１７年３月、

こちらが策定したものからそういった目標

がずっとあって、その数値については、こ

の９月、環境特集号でお知らせしたという

ところでございます。 

  この達成可能かどうかということでござ

いますけれども、私が思いましたのは、全

体のごみの総排出量、こちらからしますと、

豊能町と、例えば能勢町、この差が１９７
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グラム、１人１日当たりでございますけれ

ども、また、大阪府と比べても１３２グラ

ムほど豊能町のほうが多いということもご

ざいましたので、数値的には達成する可能

性があるのではないかということで申し上

げたところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  かなり誤解を与えるんですね。町長のほ

うは達成するんじゃないか、でも、部長の

ほうは不可能なんじゃないか。これはやは

りどちらかに統一して、この場に出ていた

だかないと、こういうふうにころころと何

か、こういった思いでこう答えましたとか、

以前も言ったと思うんですね。そういった

ことを言われると、我々も一応、どちらも

公式な場ですから、決算特別委員会も、議

会も。そういった場で言われたことを聞い

た上で、準備をして調べて、質問に備える

わけです。本当はこんな質問て要らないわ

けですよ。でもいろんなところでそういう

ふうな食い違いが出ると、わざわざ時間を

割いてこういうことを聞かなければいけな

い。だから、すごい不安になるんですね。

ここにいる方は、豊能町の一応経営陣です

よね。トップと経営陣である部長の認識と

いうか、答弁の仕方が異なる。この人たち

に豊能町の将来を任せていいのかなという、

すごく不安になるんですよ。 

  これを以前も私、言いましたね。また、

同じようなことを繰り返されるんですよ。

今後、そういったことが起きないような対

策というのは、何か考えてられるのか、こ

れが起こった原因はどこにあるのかお聞か

せください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  確かに町が発信するということについて

は、一つであるべきだと思っています。こ

れにつきましては、若干、そういった形で

は調整不足ではあったと、それはちょっと

反省しております。 

  ただ、今、こちらの調整不足ということ

が１点、そういったことで、今、こんな形

になってしまったということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  そのとおりですね。実際、町長のどうい

う意図をもってチラシを発行したのか。ご

み減量化するために、目標を達成するため

の内容を書いてチラシを出せと言ったのか、

これまでと同じような形でチラシを出せと

言ったのか、そこら辺の意思決定の過程が

全く見えてこないし、そこら辺をどういう

指示をされたのかが全く見えてこないんで

す。 

  実際、どういうふうに指示して、あのチ

ラシを出されたか、ちょっとお聞かせくだ

さい。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  数値目標ということでは、財政推進プラ

ンの中でも、要は目標が一定の削減が達成

できなかったらということを表現させてい

ただきましたので、それで、目標の数値、

これについては明確にすべきだということ

で、その中で目標の数値を入れさせていた

だいたというところでございます。 
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  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  明確にせなあかんのは、数値が達成でき

なかったら有料化するということでしょう。

そこを明確にしないと、詐欺みたいな事業

の進め方ですよ。広報紙の財政健全化プラ

ンの５月号にちっちゃく書いたことを、こ

っちででかでかと書いて、それがリンクし

ますと。それも今年度ですよね。今年度の

数値で達成できなかったら、有料化なんで

すわ。一応、有料化って、議会で否決して

るんですよ。それぐらい住民の方も、議会

も、そうした過去の経緯もあります。 

  町長も福岡議員の質問で、以前、大阪一、

豊能町はリサイクルを頑張っていると。だ

から、有料化は必要ないと、そういった認

識の方もたくさんおられます。そういった

中で、有料化に踏み込むというんであれば、

もっと丁寧な説明がいると思いますよ。今、

それでも今年度の数値をもって有料化とい

う判断をされますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらの豊能町ごみ減量化計画、これで

以前１７年３月から策定して、目標は既に

設定をしていたと。 

  また、豊能町廃棄物減量等推進委員会、

こちらの答申もありまして、この答申の中

では家庭ごみ有料化について、豊能町では

ごみの排出量の減量と資源化の推進、ごみ

排出量に応じた負担の公平化、財政負担の

軽減というような答申もいただいておりま

すので、私としては、今回、この計画の中

の目標になかなか達することができなけれ

ば、ごみの有料化ということは、推進プラ

ンにのっとって実施してまいりたいと思い

ます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  何ですぐ答申とか、何かほかのとこに責

任転嫁するみたいなことを言うんですか。

今回はそれをするというふうに健全化プラ

ンでは決めたけど、住民への周知って全く

されてないに等しいんですよ。じゃあ、住

民は寝耳に水のような状態で、ああ、有料

化って決まるんですよ。 

  先ほどの答弁でも、みんなで一緒に頑張

っていきたいとおっしゃられました。みん

なって誰ですか。ここにおられる職員だけ

ですか。住民の方は入ってますか。住民の

方は知りませんよ、有料化するということ。

そんな中で有料化するんですかと聞いてい

るんです。答申とは関係ありません。 

  答申を踏まえて健全化プランをつくった。

その中で、それを事業を推進するための、

どちらかというと失策ですよね。情報周知

の仕方、情報発信の仕方、それを踏まえた

上で、まだやりますかと聞いてますから、

そこだけお答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  こちらにつきましては、確かにわかりづ

らいというふうな話も言われておられます

けれども、私どもとしては、一定の周知を

して、今回達成できなければ、実施してま

いりたいというふうに思っています。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 
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○９番（永並 啓君） 

  わかりにくいじゃなくて、どこにも書い

てないと言うてるんです、一言も。わざわ

ざ折り込みのチラシまで入れたものについ

て、どこにも有料化のことが書いてないと

いうことが問題ですと言うてるんです。 

  それで、住民の皆さんは、この目標、あ

あ、頑張ろうとは思いますけど、これが達

成できなかったら、有料化なんてことは知

らない人がほとんどですよと言っているん

です。だから、一度見直されたらどうです

かというふうに聞いているんです。再度お

答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましては、要は、これまで

の目標も、一つは豊能町ごみ減量化計画、

これは１７年３月に策定したもの、こちら

に従って目標、これまた設定させていただ

いて、今回、ごみの環境号の中にも、また、

広報とよのの中にも載せさせていただきま

したので、こちらにつきましては、実施し

ていきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  だから、これには載ってないと何度も言

うてるんです。一言も書いてませんと、減

量頑張りましょうは書いてますけど。そし

たらここに書いていることで、今までと違

う、今まで基本的にこれをずっと言われて

きたことです。それで、ごみが減らなかっ

たです。それで、じゃあ、何か新しい取り

組み、減量化する方法って何か書いてます

か、お答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ごみの減量につきましては、基本的には

４Ｒ、そういったことがまず基本になって

きているというのが、それが基本のことで

ございます。ですので、それをやっぱり着

実に実施していくということ。 

  それと、身近なことで言うと、水切り、

これ水切りということでも、ごみの減量と

いうのはできますので、今までと同じでご

ざいますけれども、ごみの減量については、

やはりこういったことが基本になってくる

ということで、これを徹底していくという

のが、やはりごみの減量につながるという

ふうに認識しております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  だから、普通、言ったことが実践されな

かったら、何かほかのアプローチを考える

んですわ。言ってもだめでした、じゃあ、

チラシ出しましょうって、チラシは毎回出

してます。同じことを書いてます。じゃな

くて、それで減らなかったという現実があ

るんだから、ほかの取り組みをしないと、

減るわけないですよ。そこを聞いているん

ですけど、本当に、そしたら、私のほうか

ら一つだけ、特徴的というか、新しい取り

組みを提案させてもらいます。 

  先日、１市３町の議会でも質問させてい

ただきましたが、減量の方法というのは、

各自治体に委ねられておりますので、豊能

町ではこういった取り組んでみてはという

ことで提案させていただきます。それは家

庭版ＩＳＯの創設であります。ＩＳＯとい

うものは、国際標準化機構と言いまして、
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標準化とは言いますけど、基準というもの

は全て団体任せとなっています。取得する

団体で基準を定め、それがきちんと守られ

ているかというものを定期的に検査するだ

けであります。だから、何も正式に認証を

受けろと言っているんじゃないですね。た

だ、豊能町でそういった認証するようなこ

とをすればということです。 

  各家庭において、自分たちが出している

ごみというものを、ことしはこんだけ出ま

したねと、今度はこれだけ減らすことがで

きましたねと目標を決めてもらうんですよ。

それを達成してたら、表彰なりおめでとう

みたいなステッカーみたいなんで張ってい

くんですよ。そうすることで、家庭の中で

子どもたちと一緒にごみについて、環境に

ついて話す機会というものもふえますし、

何よりごみの減量、分別って、やったとし

ても当たり前なんですよね。きれいに分別

している人も、適当に分別している人も、

評価も誰もしてくれない。身近にこつこつ

と頑張っているだけ。やはりそういった人

をもっと地域のメッセンジャー的な役割を

持ってもらうために発信する人として、こ

ういった制度をつくって、ああ、頑張って

ますねと、目標をつくって、ああ、達成で

きましたね、ことしもじゃあステッカー張

りましょうかみたいな感じで、そういうふ

うに住民の意識を、地域の中から上げてい

くということをしてみてはどうでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えします。 

  家庭版のＩＳＯにつきましては、エコに

ついていろいろな取り組みをされている自

治体がありますが、認定制度や取り組みに

対して特典を与えております自治体もあり

ます。本庁においても、住民の皆様がそれ

ぞれ家庭でエコについて、また、家計の節

約の意味から、いろいろな取り組みをして

いただいていることとは思っております。 

  その中で、制度化につきましては、どの

ような手法があるのか、また、制度化する

ことによる効果等も検討いたしまして、判

断していきたいと思っております。よろし

くお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  じっくりと検討していただいたらと思い

ますけど、やはり同じことをずっとしてい

て変わらなければ、新しい取り組みをどん

どん入れていかないと、それは町長のアイ

デア次第だと思いますよ。いろんなアイデ

アをどんどん出して、職員にこんなんどう

やというのを、それが外部から選ばれる、

選挙によって選ばれる町長の大きな役割だ

と思いますので、ぜひとも町長、そういっ

たところに関してはいかがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  アイデアといいますか、やはりこれは４

Ｒ、これを着実にやっていくというのが、

一番王道ではないかというふうに思ってい

ます。その中で、生ごみ、こちらを減らす

というのがやっぱり大きな話ですので、例

えば、私がやらせていただいておりますよ

うに、敷地の中でコンポスト等をつくって

することによってということもあり得るの

ではないかということで思っております。 

  ですので、やはりあくまでも、このごみ

の減量化ということを、やはりこの４Ｒ、

こちらを周知徹底していって、協力を仰い

でいくということだと認識しております。 
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  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  本当に、何かアイデアとか責任とかにな

ると、同じことを淡々と答えられるんで、

もうちょっと質問の内容を聞いて、的確に

答弁していただきたいなと思います。 

  次に、福祉問題、今回は下から行きます

ね。福祉問題と町政全般に共通している地

域通貨です。前回は最後でちょっと時間切

れみたいな形でなってしまいましたけど、

豊能町内で使える地域通貨を発行してはと

いうものであります。 

  豊能町内で使える、お店で使える商品券

ですね。１～２割ちょっとお得に買い物が

できるかわりに、有効期限がある。だから、

今、共同購入のサイトで結構いろいろあり

ますよね。御存じか知りませんが、一定数

の購入があれば、半額ぐらいでサービスを

利用できるというものです。そのかわり有

効期限がある。だから、使えなかったら、

そのまま失効なんですよね。そうすること

で、お金を回すようにしている。 

  ほかには、例えばクレジットカードを使

ったことのある人も多いと思いますけど、

よくＣＭで楽天カードを宣伝してますね。

今まで６億ポイントを支払ったとか、よく

ポイント制っていろんなお店でやってます

ね。あれは共通しているのは、ポイントを

使えるのは、そのお店だけなんですよ。そ

こで買い物をしたら、そこのお店で使える

ポイントをもらえる。要は、そこのお店を

何回も利用してもらおうということで、そ

ういうポイントを使っているんですね。形

を変えた地域通貨なんです。豊能町内にお

いても、活性化の一つとして、地域通貨を

発行してはということです。 

  ちょうど解散前に、安倍首相が、地域の

活性化のために、地域振興券を出すという

ようなこともおっしゃられてました。こう

いうのも活用して、活性化に一つ活用して

はどうかと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  地域通貨につきましては、以前にも永並

議員から御質問を受けまして、勉強します

というような答弁をさせていただいたとい

うふうに思っております。今後の課題では

あるというふうに、それは認識しておりま

すけども、ただ、今おっしゃったようなポ

イント制、これは一種の地域通貨であると

いうことも言えるでしょうし、一方では商

品券のかわりにポイントを与えているとい

うことも言えるのかなというふうな考えを

持っております。 

  その地域通貨というのは、使う人のメリ

ット、これは必ず必要ですし、受け取る側

の商店のメリット、これも必要であると。

その双方のメリットを生かさなければなら

ないというところが一番のポイントかなと

思っております。 

  また、その通貨を管理する、いわば胴元、

この胴元というのも要りますし、その胴元

があればこそ回るというシステムでござい

まして、その胴元にもメリットがないとい

けないと。要するに使う人、受け取る商店、

それを管理する胴元、いずれにもメリット

がないと長続きしないというのが地域通貨

であるというふうなことでございます。 

  結局は、そのどれかその３つのメリット

のうち１つがなくなれば、結局使わなくな

って廃止するというようになるというよう

なことで、そうした事例が全国にはたくさ

んあるということも勉強してわかったとい

うようなところでございまして、この地域
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通貨の導入には慎重な検討が必要であろう

というふうに思いますし、それを例えば行

政が胴元をするということをやってはいけ

ないのではないかというふうに思っており

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  豊能町内においては、かなり使えるお店

というものも限られています。そこで、地

域通貨というもの、そこのお店で買うだけ

じゃなくて、これは福祉分野にも活用でき

ないかと。福祉の分野ってこれから人手が

確実に必要になります。特に今、老々介護

ということは、いろんなとこで言われてい

ます。何とかして若い人の力を借りていか

ないといけない。しかし、若い人にとって

はなかなか介護というものはハードだし、

時間的なこともあるのでできない。実際、

パートに行かれている方は、川西のほうと

かに電車で出られてたりとかしてます。で

も、豊能町内でそういった１時間、２時間

であっても、そういうふうに働くことがで

きる。それを地域通貨でいただくことがで

きる。そういうことをすれば、短い時間で

あっても働くことが可能になるんじゃない

かと。そうやって豊能町内にいる若い、ち

ょっと時間があいた方たちの協力を得やす

いんじゃないかと思いますが、その点に関

してはいかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  議員のおっしゃるような考え方もできる

わけですけれども、福祉分野に限りまして

は、また見方を若干変えまして、そういう

方々は法定通貨のほうがいいのではないか

という思いも私は持っておりまして、そこ

のところの判断は、もう少し考えたいと思

います。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  私が地域通貨にこだわるのは、豊能町が

寂れているからです。どんどん豊能町のお

金って、みんなイオンであったり、大阪で

あったり、いろんな外でお金を使っている

んですね。何とかして中で使うように、中

で回すようなことをしていかないと、９月

にも言いましたけど、いろんな価値が、都

会から離れれば離れるほど高くなるんです

よ。水道料金もそうです。都会に行けば競

争があるから、いろんなものが格安で手に

入る。でも、そういった店舗がないところ

はしょうがなく買わざるを得ない。そうい

ったことで、実際、住宅は安いかもしれな

い。でも、ふだんの維持経費というのがか

かるようになってしまう。これを避けるた

めに、何とか豊能町内でいろんなお金を回

すという仕組みの一つがこれかなと思って

います。 

  だから、また、すぐにこれができるとは

思っていません。でも、いろんな福祉分野

だけじゃなくて、全体を考えて、豊能町な

んて小さい町なんですから、部署の垣根な

んて簡単に超えたらいいと思うんですよ。

そうやって何とか活性化できるように、ま

たいろいろと意見交換もしていけたらなと

思いますので、後日、また質問させていた

だきたいと思います。 

  続きまして、教育問題について質問させ

ていただきます。 

  まず、ユーベルホールのＰＲ方法につい

てであります。過去にも質問していますし、

４年ほど前に愛知県の扶桑町に視察に行っ



 

 3－31 

たときのこともいまだ実践されていません

ので、再度、お聞きします。 

  豊能町が呼べる人というものは、余り有

名でない人が多いわけなんですけども、有

名な人を呼べと言っているのではありませ

ん、多分、無理ですから。でも、何とか満

席にする努力というものは絶対必要なのか

なと。 

  先日、管野議員の質問でもありましたけ

ど、チケットの販売方法一つとってみても、

なぜユーベルだけにこだわるのか。少しで

も、多分課長の答弁というものは、ユーベ

ルホールが満席であれば、その考え方もで

きるのかなと思いますよ。でも。満席にな

っていない状態、一つでも、一人でも、一

席でも売りたいというんであれば、いろん

なところで売ってもらうというのが普通じ

ゃないかなというふうに考えるんですが、

それについてはいかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  船曳生涯学習課長。 

○生涯学習課長（船曳 健君） 

  一応、ＰＲ方法についてなんですが、今、

町のホームページ、広報とよの、町の広報

板、あと新聞折り込み、あと能勢電の車内

吊り、近隣ホールへのチラシの配布、あと

他ホールの同種事業のプログラムへの挟み

込み、それ以外に、広報とよのの挟み込み、

また保幼、小中学校への配布などを行って

おります。 

  今後につきましては、一応、新聞折り込

みをした結果によりまして、状況を見て、

再度、個別のチラシを配布すると、そうい

うふうなことは検討はさせていただいてお

ります。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  いろいろと販売方法というものはあると

は思うんですけど、じゃあ、それを西公民

館ではユーベルの閉館日には売ると言って

ましたけど、じゃあ、常時売るということ

は不可能なんですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  船曳生涯学習課長。 

○生涯学習課長（船曳 健君） 

  西公民館でチケットを売るということに

ついてなんですが、一応、自由席、指定席

といういろいろな事業がございます。指定

席になりますと、やはり席を選ぶというこ

となので、なかなか複数の場所でチケット

を売るということはできないというふうに

思っております。ですので、それによりま

して、やっぱり住民の皆さんに混乱を招く

ということもございますので、とりあえず

一定の場所、それプラス電話のチケットの

予約もしてますので、電話でしたら当日来

ていただいて、お金を払っていただければ

ということにしておりますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  すごい人数が来て、どうしようもないと

いうならわかるんですよ。でも、基本的に

満席にはなってないイベントのほうが多い

ですよね。そういった中ですから、一気に

チケットを買いたいと西公民館の前にずら

っと並んで、私、指定席、ここがいいわと

いうような状況にはならないと思うんです

よ。ちょっとそういう場合は、電話確認を

するなりして、いろんな方法というのはで

きると思うんですね。だって平日の閉館日

はやってるわけですから。そしたら、それ

をいろんなところで手は広げる、いろんな
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ついでで買え、ついでで寄れるというよう

なことをしていかないと、ふえないと思い

ますけど、そういったことはいかがでしょ

うか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  船曳生涯学習課長。 

○生涯学習課長（船曳 健君） 

  一応、先ほども申しましたが、指定席に

つきましては、やはりユーベルホールが火

曜日、水曜日休みということですので、そ

の分については西公民館で対応はできます

が、両方あいているときには、一々確認を

しながら指定席をとらないといけないとい

うことになりますし、もし西公民館で指定

席をとるのは、ここからここの部分よと。

ユーベルホールやったらここからここの部

分よと、そういう仕分けをしていれば可能

なんですが、その辺については、やっぱり

皆様来られる方の不利益も発生すると思い

ますので、その辺についてはできないと考

えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  そしたら、自由席だけでもそういうこと

をしたらどうですか。いろんなところで宣

伝していかないと、何度も言いますけど、

満席じゃないんですよ。普通、民間のとこ

ろがやっているとこなら、責任問題になり

ますよ、こんだけ満席が続かなかったらね。

普通、大体イベントの企画者が買い取って、

路上で自腹で売ったりとか、売れないとこ

ってそうですよ。若手芸人がいろんなとこ

で売ったりとか、そういう現実があります。

豊能町のユーベルホールも、実際はそうで

すよ、売れてないんだもん。だから、そう

いったことを考えると、自由席だけでもそ

ういったことをしたらどうですかというこ

とですが、できませんか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  船曳生涯学習課長。 

○生涯学習課長（船曳 健君） 

  一応、ユーベルホールのチケット販売と

いうのは、かなりの高額なお金、何人か集

まれば高額なお金になってくるところがご

ざいますので、その辺については、先日、

教育長のほうも申しましたが、館長、その

辺と協議をしながら、考えていきたいとい

うふうに思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  一応、西公も職員の生涯学習課があるわ

けですから、お金の管理については心配な

いのかなと思いますし、館長、教育長とい

ろいろと相談して、ぜひとも少しでも売る

という姿勢に立って、考えていただきたい。 

  それと、ＰＲ方法ですけど、今までおっ

しゃられたことはわかります。でも、もっ

とやることはあると思いますよ。というの

は、豊能町に来られる方って知らないんで

すよ。聞いたこともない音楽、聞いたこと

もない方の音楽とか、そういう認識が強い

ですよね、有名じゃないですから。そした

ら、まずは聞いてもらう。いろんなところ

でこの人の音楽を、こういう音楽を奏でて

いる方がユーベルに来られますよというこ

とをいろんなとこでＰＲしていかないとい

けない、文字じゃなくてね。音楽を聞かせ

るんだから、音楽であれば。その内容を聞

かせる。そしたら、小中学校の昼休みの放

送時間を借りて放送してみるとか、この演

奏をされている方がユーベルに来ますよと。

そしたら、また興味ある人は来てください

ねということを言うのも、別にお金かかる

問題じゃないし、いろんなところでそうい
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った目的は何かということを考えて、それ

に合ったＰＲ方法をしていく。 

  よく映画でも、公開の前には過去の作品

をやるんですよ。過去の作品をやって、あ

あ、新しい作品だ、見たい、見たい、見た

いとして公開なんですよ。いきなりイベン

トやったって来ないんですよ。そうやって

盛り上げていって、そういうことをして、

ダーンとイベントを実施する、そういった

情報発信の仕方というのが全体に欠けてい

るんですけど、ぜひともユーベルホールだ

けでもしていただきたいと思いますが、い

かがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  船曳生涯学習課長。 

○生涯学習課長（船曳 健君） 

  一応、近隣のホールで同種の事業が行わ

れる場合は、そのホールにプログラムに挟

み込んでほしいというお話はさせていただ

いて、チラシのほうを５００、1,０００部

お渡しをして、挟み込んでいただいている

のもまずあります。 

  それと、あと、その内容によりまして、

例えば、出演者の出身校に配布をしていた

だいたり、例えば、きのうもお話ししまし

たが、人形劇のところで、箕面とか豊中、

池田、それと同種の人形劇団、その辺にも

出向いてお願いは差し上げているところで

ございます。 

  ですから、ユーベルホールで行う事業に

関連する団体、町外の団体がありましたら、

その辺についても積極的に出向いて、チラ

シの配布をお願いしているところです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ホールは音楽を聞かせる場です。だから、

音楽について、その人の音楽を聞いたこと

がないという人がほとんどなんです。有名

な人じゃないですからね。葉加瀬太郎が来

るなら、多分、誰に聞いても聞いたことが

あると思いますけど、そうじゃないですか

ら。じゃあ、その人が奏でている音楽をま

ず触れてもらうことが重要じゃないですか

と言うてます。そして、そういうふうに触

れてもらって、ああ、この人の音楽を生で

聞けるんだというふうに高めていって、イ

ベントに持っていってくださいと言うてい

るんです。チラシなんてことを言ってませ

んよ。チラシは紙だけですから、音楽聞こ

えてきませんから、そういったことを言っ

ているんでお答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  今、いい御提案をいただいています。メ

ディアをどう扱うかというのが、非常に難

しい。今、学校の放送と、それからホーム

ページで聞ければいいなと今ちょっと思っ

たりもしました。 

  それから、ロビーコンサートは相当活用

ができると思います。それから、ラジオだ

とか、そういうのを使えるかどうか。そう

いったことで、こういう方が来て演奏しま

すということを、音とともにやるというこ

とは検討してみたいと思いますが、先ほど

ちょっと申し上げました、メディアをどれ

を使えるかということの制約があると思い

ますので、その辺の検討からちょっとさせ

てもらおうかと思います。よろしくお願い

します。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  著作権の問題とかクリアできると思いま

すよ。相手方の了解をとればいいだけです
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から。それについては、講演をする人です

から、多分そんなに嫌だという人はいない

と思いますよ、何とか盛り上げようとする

試みですからね。それで、いろんな図書館

の一室を借りて、例えば、今こういったＣ

Ｄで流すということはいろいろできると思

います。できること、お金をかけなくても

できることっていろいろありますので、そ

ういったことを考えて取り組んでいってい

ただけたらと思います。 

  続きまして、町政全般なんですけども、

新光風台の太陽光パネルについて質問させ

ていただきます。 

  先日、自治会のほうで、池田土木と町の

担当者に来ていただき、新光風台に設置し

てある太陽光パネルについての説明会があ

りました。住民の皆さんからは、権限があ

る人でないと答えられない質問が多くあり

ましたので、町の職員はちょっとかわいそ

うだなという感じがしました。町長、何で

来られなかったんですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩します。 

（午前１１時３９分 休憩） 

（午前１１時４０分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  地元からの要望で、要は事務のわかる者

がということで、権者といいますか、わか

る者がということで要望がありましたので、

担当者、これやはり実務が一番わかる者が

行って話ししてもらうというのが一番、住

民の方にとってもわかりやすい話ですので、

そういった要望でしたので、うちの担当者

のほうで行ってもらいました。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  そこなんです。何かバランス感覚悪いな

と思いますよ。だって、豊能町の状況、知

ってはりますか。土砂崩落が起こったとこ

ですよ。それで、広島のほうで雨によって

ざあっとあんな甚大な被害が出るものがあ

ったとこですよ。それで、豊能町の山際に

住んでおられる住民の皆さんは、ああいう

ものを設置して大丈夫かという心配をされ

て、そういう説明会をされたという経緯が

あります。 

  私なら、要望なくても、何か聞きに行っ

たほうがいいと思いますよ。そしたら、住

民の皆さんて、やっぱり権限がある町長が

来ていただけたら、安心するんですよ。だ

って、職員の方でも、いやあ、それはまだ

答えられませんというよりも、いや、ぜひ

とも取り組みます。そうですねというほう

が安心するじゃないですか。ぜひともそう

いった場というものは、住民の皆さんと意

見を交換する貴重な場ですから、ぜひとも

参加していただきたいと思いますけども、

今後、いかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今、いろんな場があろうかと思いますの

で、その場で検討させていただいて、必要

があれば、また、出席させていただきたい

と思います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 
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  そこはバランス感覚だと思いますよ。そ

ういった災害が起こっている命にかかわる

ことであれば、私は要望がなくても、そう

いったとこに顔を出すことで安心感を与え

る、すごい大きな役割だと思いますよ。そ

ういったことをぜひともしていただきたい。 

  そこで質問に出ていたのが、権限がない

から、職員の方は答えられませんでしたけ

ど、避難所の問題です。池田土木の方も、

豪雨が降ってきて、雨のぐあいによっては

自主避難してくださいということを言われ

ました。でも、中には自主避難をしても、

避難所があいてないという問題があります。

その避難するレベルって人それぞれ違いま

すよね。 

  そういった中で、避難所がレベルによっ

てあく場所って広がっていくじゃないです

か。最初は西公民館だけで、徐々に警戒レ

ベルが上がると広がっていく。そしたら、

自主避難というものは、その感覚で避難す

るんで、その避難先に行ったときにあいて

いないという問題というものは非常にまず

いと思うんですね。そこを職員があけろと

いうのは、なかなか難しいかもしれないけ

ど、何か町の施設を使って、そういった場

合は対応できるような何か、それは私も具

体的にまだ考えられてませんので、考えま

すけど、町のほうでもそういったことを安

心感を与えられるような避難所のあり方と

いうものを一度検討していただけたらと思

いますが、いかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  避難所についてでございますが、これま

で西地区の避難所としてあけてきた実績が

あるのは西公民館だけでございます。この

避難所をあける、あけないのタイミングは、

当然、町のほうで危険を把握したときはあ

けるんですけども、住民の方がみずから避

難をしたいと申し出てこられてあけたとい

うことも多々ございます。 

  今後については、きのうも申し上げまし

たけども、地域防災計画の中で、避難所の

見直し、今行っておるというところでござ

いまして、新光風台地区については、シー

トスの活用もまた考えてまいりたいという

ふうなことも検討しておりますし、新光風

台は自主防災組織をおつくりになっている

ということもございますので、自主防災組

織と自助、共助というようなことから、自

治会館などの活用も検討していただいたら

よろしいかなというようなことも思ってお

ります。 

  町としましては、避難所の開設について、

今後も検討していくということでございま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ぜひとも、命にかかわることですから、

住民の安心感を与えるためにも検討してい

ただけたらと思います。 

  最後、時間が少なくなりましたので一つ

だけ。４つのスローガンの張り紙交換につ

いてであります。意識改革の方法として、

町長は自信を持って進められて、いろんな

とこに張り紙を張っておられるかと思うん

ですけど、その効果というものはあったの

かお聞きしたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ４つのスローガンということで、「徹底

しよう、心のこもった住民サービス」、
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「積極的に節約意識と経費の削減」、「考

えよう、現状を打破する歳入増加策」、

「実現しよう、みんなが楽しい効果的な職

場環境」と、この４つのスローガン、これ

各職場に張り出して掲示しており、職員が

それぞれの常日ごろから意識を持って職務

に励んでいただいているところでございま

す。 

  スローガンや目標を掲示するということ

は、常日ごろから職員が意識しながら職務

の遂行を行うという効果が期待できるもの

と思っておりまして、なお、本４つのスロ

ーガンについては、毎月の朝礼でも折に触

れて職員に意識づけを行っているというと

ころでございます。一定の効果はあったと

いうふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  私は、もうちょっと具体的にしたほうが

いいのかなと思います。じゃあ、ここにお

られる方は、その４つのスローガン、そら

で言えますよね。それだけ言える方、手を

挙げてください。それを最後に、それを見

届けて終わりたいと思いますけど。言える

方ですよ。僕はやはりそらで言えるぐらい

じゃないと、よく名物企業のところで、社

訓、読んでますよね。そういったように、

体にしみ込まないと、そういった対応はで

きないと思いますので、するんであれば、

もっと徹底させてください。よろしくお願

いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、午後１時といたします。 

（午前１１時４６分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、橋本謙司議員を指名いたします。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  ４番、イノベーションとよのの橋本です。

１２月議会の最終の一般質問ですので、理

事者の皆さんにははっきりとわかりやすい、

前向きな答弁をよろしくお願いします。 

  まず最初に、私も議員にならせていただ

いて、早や５年がたちます。ただ、やっぱ

りこの一般質問というのは、議員の自己満

足でやっているわけでは決してありません。

個人的に思うのは、この場というのは、理

事者、もちろん職員の皆さん、我々議員も

ですけども、お互い、その感性を高めるい

い機会だというふうに私は思っています。

ただ、これまで５年間、振り返ってみます

と、そういうせっかくのいい気づきが与え

られるチャンスをずうっと逃してきている

ん違うかなと、私個人は思っています。 

  そういうようなことで、しっかりとお互

いに気づきを与えあって、またそれを改善

していかなければ、この一般質問というの

は全く意味がないんじゃないかなあという

ふうに思っています。 

  やはりそんな中で、我々議員がこれまで

述べてきたこと、これについても当然、行

政の皆さんも一緒ですけども、町のために

という一念でみんな伝えていることでござ

います。そのあたりはしっかりと皆さん受

けとめていただいて、この町のためにお互

い、ぜひとも頑張っていきたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

  それでは、質問に移ります。 

  まず最初に、中学校給食の現状について

お伺いをします。 

  昨日からも何点か質問がありました。念

押しで質問をさせていただこうと思ってま

したが、先ほどもそうですし、きのうから
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の答弁で、１学期と２学期でそういう特異

なケースの発生状況は若干減っているとい

うような御説明、また、昨日にはしっかり

とその辺の目視強化、作業速度を落とす

等々の対策は打っていただいているという

ふうに答弁がありました。 

  ただ、きょうの答弁の中でも、欠品、お

かずが足りない、デザートが足りないとい

うことがあったというふうに報告がありま

したけども、本来、そういう目視強化、作

業の速度を落とすということがあれば、本

来こういうことは起こってないというよう

に思うんですけども、そのあたりを含めて

どのように評価し、また、なおかつ改善を

されているかお聞きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  目視点検の強化を指導しておったんです

が、ゼリーがぽろっとなかったりするとい

うとても残念な状況でありまして、その後、

その点検強化をもっと強化しろということ

で、場合によっては、例えば目視点検をし

ながら作業をしている場合があるんですね、

詰めながら見るという。そういうようなこ

とではなくて、目視点検だけのものをきち

んと配置するとか、そういったことも業者

としては考えているようでありまして、こ

のようなことがないように指導を強めると

いうことを、きのうでも答弁させてもらい

ましたけども、点検評価というものを強化

して、どんな食材を使っているか、あるい

は点検状況はどういうことかということを

私どものほうできちんと把握をするという

ことに努めたいと存じます。よろしくお願

いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりこれ目視強化、作業速度を落と

す、多分そういうような単純なことからや

っていかないと仕方ないのかなと思います

けども、やっぱりこれ改善を求めて、なお

かつ改善をされないということであれば、

当然、この５年の契約があるわけですけど

も、それはしっかり、それこそやっぱり途

中の解約もあるでというようなことも含め

て、しっかりと調整をしていかんと、多分

直らへんと違うかなと思うんですね。これ

がただ物がないぐらいやったら、まだ百歩

譲っても、これまでずうっと同じように続

いてきている異物混入については、やっぱ

りしっかりそれは現場で起こっていること、

なおかつ学校の中で起こっていること、多

分いろいろあると思いますけども、やっぱ

りその辺はしっかりと、当然向こうから出

るときには何もないということは、向こう

も胸を張って言えるぐらいしないと、いや

物が足りませんでしたと、それ時点で、い

や、ちゃんとできているのかという疑念が

生じますから、そこはしっかりとやっぱり

徹底してやっていただきたいというように

思いますので、よろしくお願いします。 

  食べ残しの量等々もきのう報告がありま

した。ただ、管野議員の質問の中で、食べ

残しの量も報告いただけましたけども、た

だ、もととなるおかずの重量がどうかとい

う質問があったけども、それは把握してま

せんというようなことで昨日は答弁ありま

した。きのう現在までは、してないものは

仕方ないと思いますけど、やはり本来、食

べ残しの量、それを比較するには、もとの

量がどれだけあったかというのは、最低限、

本来要るべきやと思うけども、きのうの管

野議員の質問を受けて、当然、あの後、向

こうの業者さんのほうには指示はされてい

ると思いますけども、そのあたり、今現状、
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どうなっているか、まずお答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  塩山教育総務課長。 

○教育総務課長（塩山博之君） 

  質問にお答えします。 

  昨日の質問がございまして、あれから業

者のほうに通知をいたしまして、現在資料

を集めておりまして、現在、集計中でござ

います。速報としましては、詳しくはまだ

わからないんですけども、１１月分で３分

の１残っているということでございます。

また詳しくはわかりましたら報告させてい

ただきます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  そのような迅速な対応、すごくありがた

いなあと思います。ただ、やっぱり今聞く

と、３０％、３分の１、３３％かわからん

けども、３割近くがやっぱりそういう食べ

残しがあるということを踏まえると、昨日、

もともと給食導入の栄養のバランスの話、

食育の話等々も含めて、本来、その目的が

達成できないんじゃないかという僕は危機

感を持ってやっぱりしっかりと対応するべ

きやというふうに思うんですね。 

  私も聞いているところによると、例えば

保護者、子どもによっては、もう食べるの

気持ち悪いと。だから、自分らで弁当つく

るから持っていったらあかんかと相談した

けども、あかんと言われる。それは確かに

いろんな整合性、ほかとの関係もあって、

なかなか難しいかもわからへんけども、現

にやっぱりそういうふうなお子さんがおら

れるということ自体はすごく残念なことや

と思うんですよね。だから、その辺を含め

て、今後しっかりと対応するということ。 

  多分、全てがそういう給食をつくってい

る現場でということじゃなくて、例えば学

校現場、ふたを開けた瞬間にということも

多分中にはあると思いますよ。ただ、やっ

ぱりその辺も含めて、子どもたちが安心し

て食べられる給食をしっかりと提供してい

ただきたいし、それでしっかりと子どもた

ちがすくすくと成長するというようなこと

は、当然、我々もそうですし、教育委員会

含めて行政の役割やと思いますので、そこ

は強くよろしくお願いしたいと思います。 

  この点については、もう十分わかってい

ただいておると思いますので、今回はもう

これで終わりたいと思います。 

  次に、２つ目の子ども・子育て支援制度

について質問をしたいと思います。 

  これについても昨日からの質問で、国の

動向、また本町に与える影響等々について

は、ある程度は理解はできました。ただ、

これに準じて、例えば保護者なり、実際、

そのサービスを提供される幼児に与える負

担等々はどのように変わるのかということ

をお聞きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育支援課長。 

○教育支援課長（板倉 忠君） 

  お答えします。 

  幼児に与える影響、負担増というものに

つきましては、保育の内容は充実させてい

きたいと思っておりますので、ないものと

思っております。 

  ただ、保護者への経済的な負担につきま

しては、子育て新システムによりますと、

５階層に幼稚園を分けないといけないとい

うところで、今まで一律１万円ということ

で設定させていただいたものを、区分分け

するということで、１万円を超えるという

設定も、想定としましてはあるのかなとい
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うふうに今現在思っております。 

  保育所につきましては、従来からの５階

層に分けて保育料を徴収しておりますので、

若干の階層の分け方が国と町とちょっとず

れているところがございまして、その境目

に当たるところの方は、ちょっとどちらに

行くのかというところで、若干の変動はあ

るかと思いますが、余り影響はないものと

思っております。 

  また、保育料の設定につきましては、そ

ういうことも考えながら、今後、設定を検

討してまいります。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  大きな変更点というのは、多分今御説明

いただいたとおりかなと。ただ、この中で、

やっぱり幼稚園部の保育料については上限

のあり方、これをしっかりと考えていただ

く必要があるのかなと思ってますけども、

１点、次年度以降、保育の短時間認定の場

合と、その標準時間認定というもので、時

間外保育の料金が若干考え方が変わるとい

うふうに聞いてますけども、そのあたり、

どれぐらいの差があるのかというのは把握

されてますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育支援課長。 

○教育支援課長（板倉 忠君） 

  済みません、今現状、私、把握できてお

りませんので、一回調べさせてください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  実際この入所の御案内を見ると、そのよ

うに変わりますというのが書かれてます。

ただ、その金額はちょっと明示されてなか

って、時間外保育有料という形だけになっ

ているんです。ただ、今まで標準時間認定

の方は７時半から１８時半までは通常の保

育、ただ、短時間認定の方は８時半から１

６時半ということで、そこの差があるんで、

その差を埋めるためにこういう時間外保育

がありますという多分考え方だと思うんで

す。 

  ただ、その辺が、トータル的に見たとき

に、今までの通常保育とこの短時間認定の

方の保育が、例えば料金的に逆転するとか、

そういうようなこともないのかというのが

ちょっと気になったんですが、その辺はま

た、多分きょう今聞いても答えないと思う

んで、別途またお聞きしたいなあというふ

うに思います。 

  ただ、昨日もちらっと全協の中で申し上

げましたけども、やっぱり次年度以降、多

子世帯の保育料の減免の対応が、今まで無

償やったやつが４分の1の方向で検討します

という、この資料にも書かれています。そ

れを受けて、当然、当事者については減免

が若干、今までゼロやったやつが４分の１

払わなあかんので、多分いろんな異論があ

ると思う。 

  ただ、それ以外の保護者からお聞きする

と、この間もおっしゃっていただいたよう

に、ほんまにそれが必要なんかと。悪く言

えば、本来預けんでもええ子を早よ預けて

んのん違うのみたいなことがあるというの

は、僕らも実際の声としては聞いています。 

  ただ、やっぱりこれせっかく豊能町独自

でこうやってやってきたことを変えること

によって、そこはしっかりと、ただ単に国

の動向に合わせますということではなくて、

やっぱりそこはこうこうこういう評価で、

こういうことに力を入れなあかんから、今

回、こういうような改正があるんですみた

いなことが本来は要ると思うんですけども、
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そのあたり何か説明ができるんやったらお

願いしたいなと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育支援課長。 

○教育支援課長（板倉 忠君） 

  保育に関しましては、毎年、転入とか転

出とか、その動向につきましては、平成２

３年度から、やはり第２子無料化を行うこ

とで、他市町からの転入とか人口増につな

がっているのかということは、数でずっと

見させていただいておりました。 

  数としましては、保育所関係につきまし

ては、先日の答弁でもありましたように、

働く保護者の方への支援という形で、町内

の方が働きに出られるということで、保育

所の利用者はふえております。ただ、数で

いきますと、子どもの数は２３年度が３１

５人で、２４年度は３２４人、平成２５年

は３１２人ということで、保育所、幼稚園

を合わせて就学前の預かっているお子さん

の数は、ほぼ変わっておりません。 

  幼稚園につきましては、転入、転出につ

きましても、毎年、最大で３名増、昨年度

では２名減ということで、余り増加もして

いないということ。それから、保育所、ふ

たば園、吉保の保育部門の持っている部分

に関しましても、やはり働きに出られる層

がふえたということやと思うんですけど、

毎年２０名前後のプラスにはなっています

が、それにおきまして他市町からの転入と

いうことでいきますと、余り効果があらわ

れていないという数字上のことを３年間検

討しまして、今年度、こういう提案をさせ

ていただきました。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱり、今分析されたように、きっと

僕らが感覚で聞いていることもそういうこ

とだと思うんですね。ただ、やっぱり一つ

は、本来のねらい、新たな転入者をふやそ

う。一方では、先ほどおっしゃるように、

働く人のサポートをしようと、いろんな多

分、側面があると思うんですけど、ただ、

やっぱり新たな人をふやすときにどうする

か。例えば、今回これはだめだった、結果

的にね。それはそれで仕方ないけども、い

や、ほんなら次はどういう手を打つのかと

いうところをやっぱり、今はちょっと述べ

られへんかもわからへんけども、次年度の

予算にはその辺も反映させていただいて、

しっかりとリンクさせてもらう、これはだ

めやけども、こっちで補うんやということ

ね。何かただ単に改悪というか、それも勝

手に国のほうがやっただけで、何も本来の

目的を達するためのことってできてないや

んというふうになるんじゃなくて、やっぱ

りその辺もしっかりと考えていただいて、

来年度の予算には反映できるような形でし

っかりとお願いしたいなというふうに思い

ますので、よろしくお願いしておきます。 

  次に、小中一貫の教育について、豊能町

において、やっぱり学校のあり方検討委員

会等々の答申も受けられて、今、子どもが

どんどん減っていく、そんな中でどういう

対応をしていくのか。これは本当に１０年

後では全然遅い話やと思うので、ここ５年

以内にはやっぱりその方針も早々に固めて、

５年後ぐらいまでには遅くても実行してい

くというようなところじゃないと、多分、

間に合わないんじゃないかなと個人的には

思っています。それも受けて、豊能町にお

いての小中一貫教育というのはどのように

考えているのか、教育長にお伺いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 
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  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  基本的には２２年に取りまとめられた報

告、クラスがえがあるといいとか、そうい

うようなことをベースにして、教育委員会

会議において協議を続けております。そこ

での協議の方向は、小中一貫だけではなく

て、幼保のころからきちんとつなげた教育

をシームレスにというのをやっていて、そ

して５歳と６歳の間、あるいは小６と中１

の間をきちんとつないで、小さいころから

きちんとした学力が身につくような、そう

いう教育をしていくべきであるというよう

な方針は出ております。 

  その方向を踏まえながら、来年度、そう

した明確化というとちょっと難しいかもし

れませんけど、ビジョンをつくっていきた

いと思いますが、その際、具体的にはもう

先ほどのお話と関連するんですけども、実

際にはこども園をもう一つつくるとか、そ

れから、一時預かりは今までやってないん

ですけども、それもやっていこうと。ある

いは放課後保育を拡充していこうとか、そ

れから保育要件などについても緩和するな

どして、昨日も述べましたように、本町教

育委員会は、児童福祉の一部もカバーして

おりますので、小さな赤ん坊の相談、そう

いうようなこともトータルに考えて、小中

一貫よりはむしろゼロ歳から１５歳までど

うするのかということを考えていく必要が

あるんではないかと思っております。 

  繰り返しになりますけども、来年度、そ

うしたことを踏まえながら、何らかの方法

で明快なビジョンを形成してまいりたいと

存じます。よろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  ありがとうございます。これ私も、先般、

会派の視察で京都の東山泉の小中学校とい

うのは行ってきました。ちょうど板倉課長

も行っておられましたけども、その中で感

じたのは、例えば、私たちも今後の幼保、

小中の一体的な教育というのは必要だと思

っています。ただ、そんな中で、例えばさ

っき小１ギャップとか中１ギャップの話で、

６・３制とか５・４制の話とか、例えば施

設一体型か分離型かみたいな、逆に形式的

な話だけではなくて、やっぱり東山泉でや

っておられたのは、例えば論理的思考とか、

コミュニケーション能力を高めるというこ

とをコンセプトにして、やっぱりその学校

の教育、授業一つ一つにとっても、それを

達成するためにはどうしたらいいかみたい

な授業のやり方等々、すごく工夫されてい

ます。僕、これやなと思ったんです。そう

いう形とか、そういうことにこだわるんじ

ゃなくて、やっぱり何をこの子たちに伝え

たいかという、教師の、先生方の本当に情

熱ある人ばっかりで、例えば最後にそうい

う意見交換があって、意見交換をして、僕

の持論を話ししました。こういうことをや

っぱりすべき違いますかということを言う

たら、普通、豊能町標準いうたら失礼かも

わからへんけども、検討しますみたいなこ

とだけやねんけども、やっぱりそこの先生

はすごかったなと思ったんは、「いや、す

ごくわくわくしてきました。そんな話を聞

いて、私もすごく、確かにこんなことでき

ますよね。」みたいな、すごくプラス思考

で考えておられる、そういう子どもたちに

論理的思考とかコミュニケーション能力と

言っているその先生がすごいなと。先生が

そういう思考を持ってなかったら、多分、

子どもたちにそんなこと指導することもで

きへんやろなということもすごく感じて、

やっぱりそういうような情熱ある教師がた

くさんおられる。また、教師同士のそうい
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う切磋琢磨されているという感じが、すご

く一つ一つ見ててもとって感じられたとい

うのがあって、やっぱり豊能町においても、

トップダウンではなくて、例えば今回、今

そういうような教育委員で議論されること

も大事やと思います。 

  例えば、そのベースには、しっかりと教

師の皆さんが議論をされる、どんな学校が

いい、どんな教育がいいんやろということ

を、しっかりした議論の中で、そういう方

針を組み立てていく。そこは決して教育委

員主導だけではなくて、そこには現場の気

持ち、思いもしっかり入れて、逆にそれや

から現場がしっかりとその後、動けると。

上意下達やったらただ単に言われてやるだ

け。結局何も思いも伝わらずに、今までと

変わらへんみたいなことじゃなくて、やっ

ぱり下からしっかりと、こういう学校、こ

ういう子どもたち、こういう社会人になっ

てほしいみたいなことをしっかりと掲げた

上で、しっかりと現場にもそういうことが

意思疎通されたような教育をしっかりとし

ていただきたいと思うし、ここなんかは逆

に、別に年配の方があかんということでは

ないけども、若い先生をすごくそろえられ

てやっておられた、すごいなと思います。

その辺は、逆に、先生に問うたんは、そう

いうときに、「今、若い先生、すごく多い

ですね。年配の先生とのギャップありませ

んか。」ということを聞きました。それは、

あるけども、そこは補えるようにしっかり

とコミュニケーションを図りながら、相互

に授業の参観ということをしながら、そこ

で情報共有しながら、お互いのいいところ

をとってますみたいなことを言うてました

わ。 

  だから、そういうようなことで、しっか

りと、いきなり若い先生ばっかり入れると

いうことは難しいと思いますけども、その

あたりも踏まえて、しっかりとやっていた

だきたいというふうに思いますので、よろ

しくお願いします。 

  次に、質問を移りますけども、順番てれ

こになりますけど、４番の交通問題につい

て御質問したいなと思います。 

  交通問題で、先ほど井川議員の質問で、

井川議員からは、明るい先が見えたという

ような表現がありました。ただ、私は逆に

そんなこと全く思ってなくて、逆に先ほど

の答弁を聞いていると、多分、希望ヶ丘グ

リーンロード経由の直行便は、今現在、僕

は検討はされてないというふうに思ってま

すけども、そのあたり、今現状、どうです

か。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  先ほど御答弁申し上げたのは、まさしく

直行便のことでして、希望ヶ丘もしくは余

野発で、トンネルを経由して千里中央へ行

くという便について、具体案を検討してい

るという段階でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  それは年限は、当然、今、短期・中期・

長期で切られてますけど、希望ヶ丘からの

直行便は今後もあるというふうなことで認

識はしました。 

  ただ、１点、今現在検討されている交通

計画の中でも、希望ヶ丘グリーンロード経

由便ということで、中期的に検討いただい

てますけども、現計画の一番のネックとい

うのは、基本的には中止々呂美で乗りかえ

るということが中期の中では設定されてい

て、ただそれでいくと、今、例えば希望ヶ

丘から池田行きというのは、例えば６時２
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８分の１本しかないんですよね、通勤、通

学時間によると。ただ、それでいくとなか

なか乗降客なり利便性というのはほとんど

高まれへんの違うかなあというふうに僕は

個人的には思っているんです。 

  やっぱりそれであれば、牧から池田便と

いうのは、当然、乗客数の把握というのは

しっかりすべきですけども、それから考え

ると、今現状の例えばネオポリス線を振り

かえて、直行便をつくるみたいな議論をさ

れてますけども、ただそれでいくと、箕面

や茨木へ与える影響というのはあるんで、

なかなか簡単に進まへんというのは十分わ

かるんです。 

  そうであれば、阪急バスの今現状、牧～

余野間、牧～池田行きの便を、逆に希望ヶ

丘から池田便に振りかえて、ただ、その分、

そこ移動手段がなくなったら困るので、そ

こを何かの代がえでしっかりと検討する。

当然、コストの件はありますけども、そう

いうふうにしたほうが、短期的に対応がで

きて、なおかつ乗りかえの移動等々も楽に

できるんじゃないかというように思うんで

すけども、そのあたりどのようにお考えで

すか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  牧出発の池田行き、要するに東能勢線を

トンネル経由で千里中央へというような御

提案でございます。ただこれ、今、議員も

まさしくおっしゃったとおり、止々呂美で

池田へ行く方はそれに乗っておられますし、

伏尾から木部あたりの方々、池田の方々も、

そのバスに乗って池田へ行っておられると。

豊能町の住民だけが利用しているものでは

ないというようなこともございまして、そ

れもまさしく議員がおっしゃったとおり、

ほかの代替手段を設けた上でということで

ございます。 

  ただ、そういう池田の伏尾から木部の方

とか、止々呂美の方のことを考えると、今

直ちにそれをするということは困難という

ふうに思います。 

  ただ、今我々が考えておりますのは、箕

面森町線もそうですし、北大阪ネオポリス

線もそうですし、東能勢線もそうですし、

それらのバス全体について、構想を考えよ

うというようなことも考えておりますので、

その一環で、そういう今、議員の御提案の

ことも考えられる可能性はあると。ただ、

我々、前から言うております大前提が、今

ある車両、今ある人員で既存のストックを

活用してやろうというのが第一の前提とな

っておりますので、それを大前提に考える

と、代替の手段を確保してということはし

んどいのかなというような印象は持ってお

ります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  僕が申し上げたんはそうじゃなくて、今

現状の牧～池田便を希望ヶ丘～池田便に振

りかえる。ただ、その分は直行便は無理な

んで、中止々呂美で乗りかえなあかん、そ

れはもう変わりないです。 

  ただ、なかなかいきなり直行便というと

難しいから、今現存の路線をそのまま牧出

発の分を希望ヶ丘出発に振りかえるだけで

いけるんじゃないか。ただ、当然、その間、

余野から牧の間は交通手段がなくなるから、

それはあかんので、そこの分については、

当然、通勤・通学の時間帯については、何

らかの手段を設けるという必要は要ります

けども、だから、そういう意味でしっかり

と乗車量把握というのはした上で、何らか

の対策は打てないか。そうすれば、新しい
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車両も要らない。人も変わらない。ただ、

豊能町内の要は被害地というと失礼ですけ

ども、影響だけで済むということではない

かと。それであれば、池田、茨木、箕面に

何ら影響を与えないんじゃないかというこ

となんです。 

  ただ、それが牧から余野までがすごく乗

っていて、いや、そんな代がえ無理ですね

というような量やったら、それは考えなあ

かんけども、そのあたりも含めて調査とい

うのはできないかということなんです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  私の答弁、勘違いをしておりまして、申

しわけございませんでした。牧発を希望ヶ

丘発にかえて、池田行きということですね。

これにつきましては、平成２３年１２月に

ダイヤ改正がございまして、牧発の便を半

減して、希望ヶ丘発にするという経緯が既

にございましたんです。そのときから牧か

ら余野間の住民の方、バスの利用者の方に

とっては不便になったという声があるのも、

今現実、確かなことでございまして、この

既存のバス路線について、またさらに余野

から牧の間の方について御不便をおかけす

るということになるのはちょっと今、でき

ないのかなと思っております。 

  その代替の手段をというようなことをお

っしゃっておられますけども、先ほども申

し上げたとおり、今ある車両、今ある人員

で新たな財政支出を伴わずにということを

考えております点から、それはちょっと難

しいかなというふうに思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  ただ、これでいくと、すごく何か、ただ

単に今現状、中止々呂美で乗りかえるよう

にすると言うてるけども、結果して牧から

中止々呂美まで行く、この間てほとんど乗

ってない。ただ、そしたら希望ヶ丘、僕が

希望ヶ丘の住民やから言うてるわけ違うけ

ども、実際にその路線を変えるんであれば、

希望ヶ丘の人は余野まで送っていって、そ

こから乗らんと乗り継ぎもできへん。それ

で行ったら、結局はこれ、振りかえて、中

止々呂美に行って乗りかえるという構図自

体が、東地区にとっては何らプラスになら

へんの違うかいうことなんです。 

  その辺はしっかりとやっぱり見定めた上

で、ただ単に何か中止々呂美で乗りかえれ

ますわ。そこへ行こう思ったら、例えば通

勤・通学の時間帯、６時２８分の１本だけ

という、本当にそれでいいのか。逆に牧便

いうたらそれ以上にある。振りかえはされ

て、確かに牧の人が不便になっているって、

僕もよく聞いてます。何でそんなことする

んやということを聞いているけども、いや、

僕はなくすということじゃなくて、とにか

く代がえはやっぱり設けた上で、今まで以

上に不便にはならないということを担保し

た上で振りかえるほうが、なおかつ機能的

にできるんじゃないかということなんです。 

  確かに財政が厳しい中、これから値上げ

もどんどんしていかなあかん。ただ、エス

カレーターだけはやるという、そういう方

針だけでどうなんかなと僕自身は思ってま

すけども、これについては、今金がないと

いうことであれば、もう何を言うても一緒

なんで、これ以上言いませんけども、やっ

ぱり考える上では、もっともっとバランス

感覚を持って、どうすべきか、そこに最小

の投資をして、どうやったらそれが便利が

ようなるかということをしっかりと考えて

いただかないと、今、中止々呂美で乗りか

えるＸ、Ｘと言うたって、何ら僕は改善を
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されへんと思うし、仮にそれでやったって、

希望ヶ丘の乗車量的に東の牧発も希望ヶ丘

の人間も結果として乗らなくて、何も変わ

らへんという結果はもう見えてますから、

そのあたりは僕自身は絶対そこは改善すべ

きやというふうには思っています。 

  だから、今、金がないからできません。

それでもいいですよ。けど、ほんまにそれ

が豊能町のためなんかと、僕は絶対違うと

思うし、そこら辺は投資のバランスを考え

て、新たな投資ができへんことは十分わか

ってますけど、その額が何ぼなんかという

検討ぐらいはやっぱりしながらやるほうが

ええんじゃないか。 

  例えば、今ほとんど使われてないデマン

ドタクシー、それの効率を今上げようとい

うことで、ダイヤも変えてもらった。そこ

ら辺のバランスも含めて、例えば、それや

ったら今のデマンドに朝の何便か振りかえ

たらどうなるんかというコスト検証ぐらい

僕はすべきやと思うけども、そのあたりは

そんな考えはありませんか、副町長にお聞

きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  バス便に関しましていろいろ御提案をい

ただきましてありがとうございます。いろ

んなプランを我々としても多方面から持つ

という、この必要性はあるかなというふう

に思います。ただ、それを公共交通とはい

え、私企業にやっていただくと、これが最

後の目的です。例えば、我々が社会実験と

して永続的にやると、これはあり得ないと

思ってますので、そうなりますと、私企業

がやはりうんと言ってもらえるプランを最

終の落としどころとして我々は考えていか

なければいけないのかというふうに思いま

す。 

  ただ、一つ、この地域、役場のあるこの

地域もそうですけど、やはり文化的に池田

との結びつきが強いのかなというふうに今

でも思っておりまして、そういう意味では

池田へ抜けますルート、これはやっぱり大

切にしたいなというふうに思います。ただ、

やはりトンネルができて大きな住宅として

希望ヶ丘があり、そこがやっぱり千里中央

というところに向いているという、この現

実もきちっと見ていかなければいけないの

かなと思います。 

  それと、一歩踏み込んで申し上げますと、

バス会社がやはりうんと言っていただく、

その条件ですけども、やはり最大は朝の通

学時間帯、これで全ての人員、車両数が決

まるのかなと思います。そこからいきます

と、今、きちっとした数字じゃありません

けれども、これはやはり乗降人員は減って

いる状況にあります。そしたら、バスの路

線を変えるとか、新たなルートを組みかえ

るという以上に、全数をどうするのかとい

うのが企業として考えておられるところか

と思います。要は、今までのものをそのま

ま保持したままで、全てのプランをつくる

ということが、少しやはり難しいのかなと

いうふうに思います。となれば、やはり取

捨選択というところがおのずと出てくるの

かなと思います。 

  先ほどデマンドバスというふうにおっし

ゃっていただきました。となれば、基幹の

ルートはバス会社にやっていただき、その

フィーダーになる部分を、例えば公的なも

のでやるというのは、考え方としてなり得

ることかなと思います。ただ、今部長のほ

うから答弁させていただきましたように、

今のこの時点で、財政支出を考えたときに、

それが相なるものというふうには申し上げ

ることはできませんけれども、そういうふ
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うなプランも想定した中で、これから関係

の自治体、もしくはバス会社とは話してい

かなければいけないのかなというふうに思

っているところです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  別にこれにこだわっているわけではあり

ません。ただ、やっぱり変えるときに、ど

うやったら一番使い勝手がええか、利用者

がふえるか、便利になるかという観点で当

然考えてはいただいているとは思うけども、

やっぱりその辺も含めて、当然、財政支出

が伴うかもわからへんけども、そこら辺は

そことのコストバランスを、それが１００

万円でできるのか、1,０００万円でできる

のか、１億円でできるのかということは、

ある程度のオーダーベースでしっかりと調

査した上でやっていただく必要というのは

あると思うんですね。 

  そのあたりは、当然、希望ヶ丘から直接

直行で千里中央へ行けたら、それはそれで

いいと思いますよ。いいとは思うけども、

本当にそれがすぐに実現するのかな、多分

それはすごく長い時間がかかる。そうこう

しているうちに、当然人口というのはどん

どん流出しているというのが明らかなんで、

それまでに何か最小のコストで手が打てな

いかということの一つの御提案なんで、ま

たそのあたりは冒頭にも申し上げましたけ

ど、一つの気づきとして、また検討いただ

けたらなというふうに思いますので、よろ

しくお願いします。 

  そうしましたら次に、平成２６年度の主

要施策の進捗について、質問したいと思い

ます。 

  １つ目の光風台駅前エスカレーターの設

計事業ですけども、これについて、以前も

質問しましたけども、軀体なり基礎の部分

の検証の結果についてお伺いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えします。 

  軀体の検証につきましては、昨年の基本

設計において基礎部分の鉄筋のかぶりが少

ないことは判明しておりました。これにつ

きましては、コンクリートの中性化を防ぐ

ために、コンクリートの打ち増し、または

単位炭素繊維などの巻き立てなどの対応が

可能だということでございます。 

  それから、今回の検討においては、ほか

の基礎のかぶりや構造物の検証について検

討を行いました。この結果は、構造物、屋

根を支えている柱でございますが、その部

分に腐食が見られたということですので、

これを取りかえることで対応は可能である

というふうには聞いております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  今、エスカレーターの基礎については、

問題が全くないということでいいのかとい

うことなんですよ。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えします。 

  基礎につきましては、ただいま申し上げ

ましたように、コンクリートの中性化を防

ぐための工事をしますと、それで完了する

ということでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 
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  これについては疑義がたくさんあります

けども、今いうと、早く着手できるので、

これはまた３月の最終の予算委員会で再度

指摘をしたいと思いますので、ちゃんと検

証等々はしておくようによろしくお願いし

たいなと思います。 

  当然、これ今、基礎の確認等々は終わっ

たんで、実施設計等々に入られると思いま

すけども、このあたり、実施設計、また設

備の改修等々のスケジュールについてお伺

いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  実施設計につきましては、当初、９月議

会で私、申し上げましたのは、今年度、補

正をかけてでも実施設計をさせていただき

たいというようなことを申し上げたんです

けれども、その後、大阪府のほうからいろ

いろと府との協議の中で繰り越しをするよ

うな事業については、増額は認められない

というようなことがございまして、今から

実施設計を行いますと、繰り越しをするか

もわからないということで、そうなると補

助対象にならないというふうなことがござ

いましたので、実施設計につきましては、

来年度の予算の中で上げさせていただいて、

来年度早々に実施設計やらをやっていきた

いというふうに考えております。 

  設備改修は、その実施設計が終わってか

らということになりますので、やはり夏過

ぎにはなるんかなというふうには考えてお

ります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  今、当然、実施設計やってから設備改修

ということになると思うんですけども、こ

れは例の交付金については、もうこの分も

見込んでエントリーはされている、交付い

ただけるということでよろしいですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  一応、それは全部含んでいただけるとい

うふうに今現在思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  もうこの点については多くは言いません

けども、まだまだ繰越明許、また次年度の

予算等々たくさん審議するとこありますの

で、そのあたりはしっかりとクリアできる

ように材料はそろえていくようにお願いし

たいなあというふうに思います。 

  ただ、最後に、もうこれ後戻りできませ

ん。私もそうですし、うちの会派は基本的

にはやっぱり高齢化を今後迎えるに当たっ

て、急勾配の階段をおりることすら多分で

けへん時代がもうそこに見えているのに、

ほんまにエレベーターを選択せずにエスカ

レーターをするのかと、今でも思っていま

す。これについては、本当にこのままいく

のかということを町長にお伺いしたいと思

います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今のエスカレーターの修繕ということで

進めたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 
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  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりこれ、いろんな今回の議案の中

でも、受益者負担、受益者負担言うてます。

先ほどのごみ有料化の話を見ると、年間で

推進プランを見ると、やっぱり1,５００万

円程度、例えば、先ほどのユーベルにした

って、１回の大規模改修で8,０００万円

等々たくさんある。今後、いろんな意味で

受益者負担、住民への負担というのはふえ

てくる。これはやっぱり広く薄くみんなに

やっぱりせなあかん。 

  ただ、このエスカレーターのものについ

ては、当然、駅の利用者もさることながら、

一部の地域の方々のためにあるものです。

別にそこに対して僕は税金の分配を人口割

で変えるとか、そんなことは全く言うつも

りはないけども、ほんまにそれがいい選択

なのかというのは、本当に疑問に思ってま

す。それを近い将来を考えられへん、それ

をエスカレーターを更新するという、当然

そこは町長もそう、議員の半数以上の人も

そう、一部の自治会の人もそうです。この

責任は僕はすごく大きいと思う。 

  これは最終、また３月議会でも議論をさ

れると思いますけども、そのあたりはしっ

かりとやっぱり説明できるように議員もせ

なあかん。町長もそう、自治会もそうです。

多分２０年後には笑われるのは間違いない

です。そのときは当然、あなたはおられへ

んと思うけども、その辺はやっぱりしっか

りと後世に説明できるようにする責任はあ

るというふうに私は思いますので、そのあ

たりはしっかりと議員も肝に銘じてお願い

したいなあというふうに思っています。 

  次に、２つ目の健康づくり推進事業につ

いて、昨日、タウンミーティングの一環で

もあるみたいな表現にとれんこともないよ

うなウエルネスウオーキングがありますけ

ども、この今現状、ウエルネスウオーキン

グ、もともと道路も改修する、マップもつ

くる、それで健康になってもらうみたいな、

大々的に言っておられましたけども、今現

在の進捗についてお伺いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  ウエルネスウオーキングの取り組みは、

今後、息の長い取り組みになると私どもの

ほう考えております。なので、町職員だけ

でなく、住民の方と協働して、手づくりと

は申しませんけれども、協働して進めて、

深くこの運動が浸透することを望んでおり

ます。 

  第１に、私どもは、ウエルネスウオーキ

ングの一環として、５月２３日の金曜日か

らでございますが、町老人クラブ連合会に

おいて、健康ウオーキング事業として取り

組んでいただきました。また、図書館にお

願いし、ウオーキングに関する図書コーナ

ーを設置していただきました。また、第３

番目には、５月から１０月、これが１クー

ルといいます。第１期になるわけですが、

生き生きライフ教室、全１０回の講座にな

るわけですが、この全１０回のうち２回に

ついては、ウオーキングにかかわる講座と

して開催いたしました。また、１０月から

翌年３月、来年の３月までは、今度は第２

期をするわけですが、同じく１０回のうち

の講座について、同様に２回についてはウ

オーキングに関する講座というふうに位置

づけております。 

  そして、７月号の広報では、１日１万歩

運動の特集を組みました。８月号には町内

在住の方からウオーキングに関する体験談

などを、健康にいいですよということも、
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住民の方から発信してもらうという、そう

いうふうな思いもございまして、健康コラ

ムを連載してもらいました。 

  同じく広報７月号ですが、先ほど申し上

げた息の長い取り組みということでござい

ましたので、ウエルネスウオーキングをよ

り推進させるために、ウエルネスウオーカ

ー、ウオーキング推進員という、私どもそ

ういうふうに命名したいと思っているわけ

ですが、ウオーキング推進員を募集いたし

ました。これは６月末から７月１８日まで

の募集期間でございましたが、多いか少な

いかはわかりませんけれども、５名の方か

ら応募をいただきました。この推進員の方

と私どもが打ち合わせて、今後のこのウオ

ーキングの進め方について検討を重ねてま

いりました。 

  その結果、住民に多く知らせるために、

人が集まる、まず第４回のとよのまつり、

１１月、ちょうど歩くにはいいのじゃない

かと。それに焦点を合わせまして、本格的

に展開していこうということになりました。

そして、とよのまつりでは、歩き方である

とか、また、その歩き方の注意事項、準備

体操の講座を開催して、キックオフをした

というところでございます。 

  その結果につきましては、ウオーキング

を推進するために、毎月２５日でございま

すけれども、ウオーキングデーと定めて、

第１回目、高台寺と紅葉というか紅葉のウ

オーキングということで開催いたしました。

当日、雨でしたけれども、かなりの大雨で

したけれども、残念ながら雨のこともあり

ますけれども、ウオーキングを第１回目、

始めたということでございます。ですが、

その結果につきましては、ホームページに

載せておりまして、非常に美しいなあと思

いまして、私どもの町を見直したようなこ

とでございますが、その１回目のコースに

つきましては、コースを皆さん方にお配り

するつもりで準備をいたしております。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  それでは、私のほうからは、道路の改修

状況について、御報告申し上げます。道路

の改修につきましては、新光風台地内の公

園の歩道及びときわ台地内を予定しており

ました。ところが、今年度、去年の災害復

旧工事が終わってない中で、台風や大雨が

多く、また、災害が多く発生いたしまして、

そちらのほうに職員の手を取られまして、

ちょっと現在、新光風台の歩道につきまし

ては、現在、図面等を起こして設計に入っ

ておるんですが、ちょっとときわ台のほう

につきましては、まだ手をつけてないとい

う状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  今、報告があった２５日の歩く分、これ

はホームページを見ると、当日１３名の参

加でしたということで書いてます。これホ

ームページの写真だけを見ると、写真に写

っているのは７人ぐらいやったんやけども、

それ以外の方は、職員やということでよろ

しいですか。住民と職員の内訳がわかれば

教えてください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  当日の参加者は１３名、残念ながら１３

名、大雨でしたので。職員は、私の記憶で

は２名ということでございます。 
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  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  人数の多い、少ない、ここは多分、第１

回をやられて、その評価を踏まえて、次の

２回目に生かさなければ、また同じ結果や

と思うんです。多分そこは催しの中身なの

か、周知なのか、多分いろいろあると思い

ます。その辺の中で、その評価を踏まえて、

次回、どのように生かそうかということは

考えておられますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  次回どのように生かすかということも、

私どもの御指摘のとおりなんでございます

が、当日、非常な雨でございまして、まず

中止するかどうかも非常に悩んだところで

はございます。なので、まずは２回目、非

常な快晴でございましたら、どのような参

加をいただくのか。それを踏まえまして、

今後に生かしてみたいと。余りにも特殊な

天候でございましたので、これちょっと評

価するには非常に苦しいのかなということ

で、まず２回目の状況を見させてもらいま

して、３回目、４回目につなげていきたい

と考えております。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  それでは、その第１回目の、こんなこと

に僕、全然こだわってはないんやけど、こ

れはもう仕事のやり方の話でお聞きしたい

と思うんやけども、第１回目の参加者のア

ンケートの結果はどうでしたか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  申しわけございません。１回目を開催し

たときのアンケートの周知が手元にござい

ませんので、しばらく時間をください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  それは後で結構です。取られているんや

ったらそれでいいです。まさか取ってへん

ということはないやろなということでお聞

きしました。 

  あともう１点、先ほどの道路改修の話で

すけども、道路改修が今、当然、災害の関

係でできてへんということはええけども、

ただそのあたりは、例えば今、福祉のほう

でウオーキングのマップを住民から集めて

やらはったというふうに思うんですよね。

ここの歩きどころ、どこがええかみたいな。

そこらとリンクさせて、その道路改修とい

うのは当然されてますよね。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  一応、今のウオーキングされるコース等

の案みたいなんの中で、その中で私どもの

ほうが現場を確認して、そこで悪いところ

を直していくということをやっております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  最後に、これはきのう町長がいみじくも

おっしゃったけども、このウエルネスウオ

ーキングを一種意見交換の場でということ

で町長が出られている。それは僕は確かに

休日にやらはることはええと思いますよ。
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ただ、これ毎月２５日ということは、当然

平日もある。ただ、そこに町長が出ていく

メリットもある。ただ、そこに行かなくて

も、もっとやることがあるん違うかという

ふうに思うこともたくさんありますよ。や

っぱりその辺も含めて、しっかりと考えな

あかんと思うし、別にこれがそういう住民

との意見交換の場だというふうな錯覚は、

僕は避けたほうがいいと思う。 

  それであれば、しっかりと、例えば今回

のこういう住民負担を強いるもの、例えば

我々、何回も言うたけども、ほんまにエス

カレーターでええんかと。光風台、新光風

台の自治会、聞かれたらどうですかという

話も含めて、やっぱり本来、そういうふう

な町の大きな財政支出をするときには、そ

ういうことを問う。確かにそれは反対の意

見がたくさんあると思いますよ。けど、や

っぱりそこも自分なりに、御自身がそこの

空気を読み取って、いや、それでもやるん

やと。けども、やっぱりみんなこういうこ

とがあるからやるというような説明をする

かせえへんかで、多分、えらい違いやと思

うんですよね。これは別にタウンミーティ

ングの一環やということは、これはもう口

が裂けても言うてほしくないし、それはそ

れで別で僕はやるべきやというふうに思い

ますけども、そのあたりどうお考えですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  １点目、毎月歩いているということで、

ウエルネスウオーキング、これにつきまし

ては、やはり歩くということで、住民の皆

様は健康になっていただくと、いわば自助

ということで、非常に大事だということも

ありますので、まず、当初は私も一緒に参

加させていただきながら進めていきたいと

いう思いで、毎月２５日、一緒に歩かせて

いただくということで進めたものでござい

ます。 

  それと、２点目の話ですけれども、そう

いった機会については、また、機会を見て

というか、今後、必要に応じてちょっとま

た考えてまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりそういうようなタウンミーティ

ングで住民の意見を聞くというのは、多く

されるほうがいいと思うし、それは別にこ

ういう十数人の場じゃなくて、しんどいこ

とやけども、やっぱりそこはしっかりと住

民の前に顔を出して聞くということは、ぜ

ひともやっていただきたいなあというふう

に思うので、よろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  先ほどの答弁の訂正を兼ねさせていただ

きますが、アンケートは取っておりません

でした。ただ、１１名ですか、１０名ほど

の感想を聞いたということでございまして、

訂正させてください。 

  参加された方々は、雨天でしたけれども、

非常に感動されたということで、おおむね

良好であったと。今後もまた継続させてほ

しいということでございます。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱり僕は想定内やったんやけども、

アンケートというのは、感想を聞くという
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ことも一つ。ただ、本来、感想を聞くとき

は、本来、町がどういう趣旨で、どういう

ことをやろうと思って、それが達成できた

のかどうかということを把握するための意

見集約なんですよね。例えばコースがどう

やったか、時間がどうやったか、日程がど

うやったかということはやっぱり要るし、

今、部長がおっしゃったように、次が晴れ

てくれることを、どっちかというたら神頼

みみたいなことではあかんし、そこは雨が

降ったのは降った、例えばそれは中止した

ほうがよかったですかということも一つや

と思う。その辺も含めて、やっぱり町の最

初にやるときのスタンス、目的がどう達成

されているのかということを検証しながら、

次に生かすというのは、これ今、部長だけ

じゃなくて、全員、皆さんそういうふうな

癖づけをすることで、多分豊能町というの

は変わるか変わらへんかというのは多分か

かっていると思うので、ぜひともお願いし

たいなというふうに思います。 

  次にいきますけども、３つ目の豊能町の

ホームページの更新事業、これ予算が上が

ってますけども、これの今の現状、見る限

りは何も中身変わってませんけども、ほぼ

１２月も半ばにこようとしています。あと

３カ月しかないけども、ここら辺の進捗状

況、また、いつそのリニューアルされたや

つが公開されるのかということをお聞きし

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ホームページのリニューアルにつきまし

ては、８月にプロポーザルの公募の告知を

いたしまして、９月、１０月等々、プレゼ

ンテーション経まして、１０月末に契約の

締結をいたしました。２月中にリニューア

ルをする予定でございます。 

  これまでこのようなリニューアルをする

予定ですということを答弁してまいりまし

たが、現在、リニューアルするポイントで

決まっておりますことは、トップページに

スライドショーを配置すること、それから、

階層の深さといいますか、探しやすさ、見

やすさ、これにつきましては、できるだけ

早く目的のページにたどり着いていただく

ということで、基本的には３階層以内で構

成をするというようなことも決めておりま

す。 

  それから、大規模の災害時に、通常のト

ップページでは重たいというようなことで、

そのウエブサイトの軽量化を図りました災

害時の専用のトップページ、これに切りか

えるということもやってまいりたいと思っ

ております。 

  それから、アクセシビリティチェックで

ございますけども、これも達成の等級はＡ

Ａというものの準拠を目指すということで

ございます。それから、スマートフォンと

か携帯電話などのモバイル、それにつきま

しても、その専用のページを作成をすると

いうことを考えております。 

  また、イベントカレンダーというような

ものも設けまして、イベントの情報が簡単

に見ていただけるということも決定をさせ

ていただいております。 

  どんな職員にでも、職員も知識の深い職

員、浅い職員がおりますから、どんな職員

でも簡単に統一感のあるデザインでホーム

ページがつくれるというようなＣＭＳも採

用するということといたしております。 

  現在の状況といたしましては、トップペ

ージの基本となるページのデザインの取り

込み中でございまして、もうそれはほぼ終

了しております。 

  現在公開をしております1,０００ページ
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ぐらいのデータがございますが、その1,０

００ページぐらいのデータを、これから２

カ月ぐらいかけまして、１月末までぐらい

で、そういうチェックを行いまして、アク

セシビリティのチェックとかレイアウトの

チェックを確実に行うという作業を１月末

まで行う予定でございます。２月中にはリ

ニューアルというような手順で進めておる

ところでございます。 

  今、何も変わってませんがというような

ことでしたが、切りかえは一斉に行います

ので、徐々に変わっていくものではないと

いうことは御理解を願います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱり今お話を聞いていても、この箱

が変わるだけですわ、これやったら。最終

ホームページは、生かすも殺すも最終、情

報のソースのタイムリーさ、見やすさとい

うところがあると思うんでよね。 

  僕、前々から、議員になった当時からも

提案はしてますけど、例えば、町の見どこ

ろの動画配信とか、町長挨拶を動画配信す

るとか、どこでもやっていることですけど

も、そのあたりはどのように考えておられ

ますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  先ほどスライドショーを配置するという

ことを申し上げましたが、スライドショー

につきましては、もちろん今、議員のおっ

しゃったような見どころ、そういうような

ものも取り入れてまいりたいというふうに

思っておりますし、タイムリーな情報の提

供ということで、どんな職員でも統一感の

あるデザインで記事がつくれるというよう

なことから、タイムリーな情報はその時々、

いつも更新ができるというようなことにも

努めてまいりたいというふうに思っており

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  今現状でも、ホームページのトピックス

とか、２年ぐらい変わってへんみたいなこ

とがありますから、その辺はやっぱりしっ

かりと新たな情報をどう掲載するか、どう

見せるかということは、しっかりと考えて

ほしいし、さっきちょっとユーベルの話も

教育長からあったけども、例えば、やる事

業の曲なり、音楽なりを事前に流して告知

するというのも、それもいいアイデアだと

思うんですよ。それは今、そういうなんを

やる手段というのは何ぼでもあるんやから、

それをしっかりとは一応活用して、できる

だけ町を売るということをどんどんやって

いただきたいなあと思いますので、よろし

くお願いします。 

  次に、４つ目のとよのんのＰＲ活動事業

ですけど、ラッピングカーを立派なものを

つくられました。ただ、あれは１台ですよ

ね。例えばとよのんを売る、町を知っても

らうというときに、ほかのＰＲというのは

何か考えておられますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  とよのんのＰＲでございますけども、ラ

ッピングカー、確かに買わせていただいて、

ＰＲに役立っておるというふうに思ってお

りますが、それ以外にもイベント等への参

加というようなことで、内部の利用でござ

いますけども、１１月末で１６回のイベン

トに参加をしたというようなこともござい
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ますし、着ぐるみを貸し出しもしておりま

すが、これも２６年度だけで８回貸し出し

をしたというようなことでございます。 

  また、とよのんのグッズをつくっており

ますけども、Ｔシャツとかクリアファイル

とかシールとかですけども、そういうもの

につきしても、販売をしたり、無料で配布

を行ったりというようなことで、ＰＲに努

めております。 

  また、とよのんの部屋、ホームページで

ございますけども、このリニューアルも、

ホームページの更新に合わせてリニューア

ルをしてまいりたいというふうに思ってお

ります。 

  また、年賀状のフォーマットというよう

なものも提供いたしまして、とよのんの浸

透に努めてまいりたいと思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりこれはイベントに出ていってい

ただけるのもいいことやと思います。ただ、

今現状、非常にその秘書政策課の職員の

方々に負担がかかっているん違うかなと思

うんですよね。そのあたりはしっかりと配

慮もしていただきながら、やっぱりそれは

秘書政策課がやることだじゃなくて、町を

挙げて、そのことはしっかりとやっていた

だきたいなあと思います。 

  予算委員会のときに、うちの会派から、

このラッピングカーはええけども、例えば

それ以外にとよのんのマグネットシールを

つくって、ほかの公用車にも張ってはどう

かというような提案はさせてもらってます

けども、一部、教育委員会のやつやったか

な。１台ぐらいは見たことあるんですけど、

ほか一向にないんですよね。だから、何か

このラッピングカーをつくって、それでよ

しというように思っているんかなあと思っ

ているんですけども、さっきも言いました。

予算委員会のときに気づきを与えたけども、

そんなにコストがかからなくてできる話や

けども、それを今、どのように受けとめら

れてますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  確かに予算委員会のときでしたか、その

ラッピングカーを購入した差金といいます

か、残額があれば、そういうものも検討し

てまいりたいというふうに答弁をしたと記

憶をしておりますが、申しわけございませ

んが、今のところその検討はしておりませ

ん。 

  教育委員会のステッカーですか、それに

ついては育児の日のＰＲのためにステッカ

ーをつくりまして、それにとよのんのイラ

ストも載せたというようなことで、公用車

に張っていただいているというようなとこ

ろでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱり、これは次の質問にもつながる

んやけど、僕、これね、本気度が見えない

んですよね。ほんまにやりたいという情熱

が、非常に薄いような気がするんです。確

かに秘書政策課の方は頑張ってやってくれ

てる。ただ、フェイスブックの更新だって、

「とよのんの部屋」とやってるけども、ほ

とんどされてない。たまにされるぐらい。

あれでは、やっぱり今後このホームページ

を更新されても、ほんまに大丈夫かなと思

ってますよ。それじゃだめ。そこはやるん

やったら徹底的にやるということはやっぱ

りしっかりやってほしいし、そこは最低限

やっぱり要ると思いますね。 
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  例えば、ゆるキャラグランプリ２０１４、

これ6,０４９票、３４４位というふうなこ

とやけども、ここらの評価についてどう考

えておられますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ゆるキャラグランプリ、初めてエントリ

ーをいたしまして、エントリーの総数は1,

６９９体あったと聞いております。そのう

ちで総合ランキングで、今議員のおっしゃ

った３４４位、御当地キャラクターだけで

言いますと、２５７位であったということ

でございます。 

  事前の準備不足というものがございまし

て、その締め切り間際のエントリーとなっ

てしまったということは、大きな反省点で

あろうというふうに思っておりますし、地

域全体で盛り上がったというようなことも

思ってはおりません。 

  今後、募集直後にエントリーをしまして、

投票開始までに十分なそういう周知を行う

とか、地元で盛り上がっていただくという

ことは必要であろうというふうに思ってお

ります。 

  ただ、唯一言えるのは、大阪府内の町村

で５体参加をしたんですけども、その大阪

府内の町村ではとよのんが１位であったと

いうことは、一定評価ができるのかなとい

うようなことも考えております。 

  ですから、今後はその町外へのＰＲとい

うよりも、まずは町内でそういう確実な票

の獲得をいうことを目指しまして、地道な

活動を展開していかなければならないなと

いうふうに思っております。 

  一方で、その投票以外、イベントのほう

にも参加をいたしました。ことしは中部国

際空港のセントレアというところで３日間、

開催をされたわけですけども、豊能町は最

終日、１１月３日の文化の日だけに参加を

いたしました。 

  そのイベントでの状況でございますけど

も、とよのんの人気は高かったというよう

なことで、常に周りに人がいるというよう

なことがあったことから、とよのんのＰＲ

には十分な効果があったのではないかとい

うふうに評価はしております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これゆるキャラグランプリって、別にあ

る日突然、この日にありますと決まったわ

けでも何でもありません。１年前から、大

体この時期にあるというのはわかっていた

はず。それで、なぜそんなことがおくれた

のか。いろいろあるでしょう、それは。た

だ、やっぱりその辺はスケジュール感を持

ってちゃんとやらなあかんし、今、町内で

盛り上げていきたいと言うたけども、それ

以前に、職員は何人投票したか。僕一人で

４つのＩＤで投票しましたよ、毎日。しか

も自分のフェイスブックにも、ちゃんと今

とよのんは何位です。大阪府一になるため

に、何とか協力してください。僕、ずうっ

と入れましたよ。やっぱりそんなんね、逆

に僕がやることじゃなくて、町の例えばと

よのんのフェイスブックがあるんやから、

そこでもやらなあかんし、今言うてはるけ

ど、そんなん口だけ。だって、これちなみ

に奈良県の王寺町というところに雪丸君て

おる。これ得票数、うちは6,０４９票でし

た、向こうは４０万1,１８９票、これ全国

１１位。しかも、確かにうちよりも都市部、

駅に近いかもわからんけども、向こうの人

口２万3,０００人、ほぼ一緒ですよ。ちょ

っとうちのほうが少ないけども、ただ同等

規模でそんだけの差、これ何であるか僕、
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調べたいぐらいですよ。 

  けど、職員が最低ね、これ6,０００票と

いうたら、ぱっと見たら多いように見える

けど、これ１日平均でいうたら１５０票ぐ

らいです。そのうち僕が４票投票してる。

そういう人が仮に１人４票やったら、４０

人だけですよ。職員何人おるんですか。１

人票も入ってない、職員ですら。 

  僕は町内に言う前に、職員がもっと盛り

上げなあかんし、きのうのオレンジリング

の件もそう、認知症サポーター、確かに副

町長は、そりゃ担当業務、担当している人

間が持ったらいい、そりゃそうかもわから

へん。けど、そういう人、住民を見守ると

いうのが職員全員の共通ですよ。僕だって

関電に勤めていて、インフラを携わる一事

業者として、僕らも受けてますよ。うちら

４００人の事業所やけど、半分以上が受け

てる。けど、職員がそんなんでほんまにえ

えんかなと思うんですよね。 

  これは別にこんなささいなゆるキャラグ

ランプリのことだけじゃないんです、僕が

思っているのは。冒頭にも申し上げたけど

も、やっぱりそういう気づき、感性、それ

がなかったら、絶対に町ってよくならへん

と思うんですよね。やっぱりその辺も含め

て、たかがゆるキャラグランプリやけど、

もともと１年前からあるのがわかっていて、

これを上位に持っていこう、何とかとよの

んを知ってもらおう、豊能町を知ってもら

うという熱意があったら、僕はこんな結果

に絶対終わってないと思う。たかがゆるキ

ャラグランプリやけども、それが僕は一事

が万事じゃないかなと感じているんですね。 

  まだ、これそこに質問あったけども、僕

があえて言いたいのは、やっぱり今回、こ

の平成２６年度の主要施策の進捗を確認し

ました。ほかにもありますけども、別にこ

れ中身が聞きたかったんじゃないんです。

全てにおいて、一つ一つの進捗の動き出す

タイミングがやっぱり遅過ぎるん違うか。

例えば、今、次年度の予算編成に向けてヒ

アリングをされていると聞いてます。聞い

てるけども、そしたら、今年度やった事業

が今どこまで進んでいて、それがちゃんと

評価ができるタイミングに来ているのかど

うか、僕、すごく疑問に思う。今年度の評

価もできてへんのに、来年度の予算を組ん

でいってる違うかなとしか見えないですよ

ね。 

  僕もあえて、だから、今回、別にこれ１

個１個聞きたくて、それが知りたいわけじ

ゃなかった。全てにおいて、そういう仕掛

けのタイミング、３月の議会で通った、ほ

んまやったらそこの断面でどんとすぐにス

タートせなあかんはずが、後手後手になっ

ているケースがないですかということが、

僕が一番言いたかったことなんです。 

  そういうようなことで、そういうヒアリ

ングをされている断面で、今現状、２６年

の施策がどうやったかどうかということは

本来あるけども、今やったら既に上期終わ

って下期のスタート、９月からスタートし

て３カ月間、今どうやったかという評価が

できるものがどれだけあるのかなというの

が、非常に僕は疑問に感じているんです。 

  そういう意味で、せっかく議会を通して

得た予算、それを使ってやる事業をどうい

うふうに感じているのかなあというような

ことで、僕は全く理解できへんねんけど、

そのあたり町長、どう感じてますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  おっしゃるとおりで、これはやはり議会

を通って、すぐにでもこれは取り組んでま
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いりたいと、それは当然、思っております。

そういう意味では、当然やっていかなけれ

ばいけない。 

  ただ、もう一つは、今御存じのように、

財政健全化プランとかで職員の削減とか、

そういったこともしていっているというよ

うな現状もありますし、ほかにもさまざま

な権限移譲、そんなこともあるということ

もございまして、早急にやはり取り組んで

いかなければいけないというのは、当然な

がらそれはやっぱりやってもらいたいとは

思うんですけれども、現状として、そうい

ったところもあるということがございまし

て、今後もできるだけ、そのあたりについ

ては、議員の今、御指摘もございますし、

当然、そういう姿勢では臨みたいと思って

おりますので、これから努めてまいりたい

と思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりこれも一事が万事で、熱意、ど

んだけ情熱を持って仕事をするかやと思う

んですよね。やっぱり今、町長がおっしゃ

ったこともわかりますよ。忙しい、人が足

らへんかもわからへん。それやったら、予

算あげたらあかんと思いますよ。自分らで

できるだけの予算だけあげたらいいじゃな

いですか。予算をあげて、こういう事業を

やりたいといった以上は、どんなことがあ

ったって、やっぱりそれはしっかりとなし

遂げる、それはしっかりと納期管理をされ

て、その効果を検証できるような形でやら

ないと、これ例えば来年度、２７年度予算

が出てきたときに、この検証はどう、評価

はどう、評価はどうと言われたら困ります

よ。僕はそこはしっかりと聞こうと思うし、

その辺はやっぱりそういう癖をつけるとい

うことが、僕は今、一番豊能町に足りない

とこ違うかなあと思うんです。 

  そこはしっかりと、別に人を批判してる

んじゃないですよ、仕事のやり方、やった

らそれで終わりじゃなくて、それの評価、

検証、改善ということをしていきながら、

次年度を迎える。それで多分ステップアッ

プしていくはずなんですけど、それを何回

やったって、多分ずうっとここですよ。そ

の辺はやっぱりしっかりやっていただきた

いというふうに思うので、ぜひともそこは

町長のリーダーシップでできることなんて

たくさんあると思う。 

  何遍も言いましたけど、僕が例えば１サ

ラリーマンとして働いていて、自分のため

に働くということも当然ありますよ。けど、

やっぱりその受ける給料だけじゃなくて、

人は人のために働く、僕は先輩からそうや

って言われてきました。その人の人徳で、

その下の者が動くか動かへんかというのが

決まってくる。そういうようなことは、し

っかりとやっぱり町長がリーダーシップを

とって、みんなに自分の思いを伝え、それ

に共感してもらって進めていく、それがな

いと、職員の情熱なんかわかへん。職員の

情熱がなくして、住民との協働せなあかん。

当然住民に力をかりなあかん、当然ですよ、

今の時代。けど、職員が熱い思いを持って

語り続けないと、住民は動かないですよ。

何でも今、住民は、こんなこと言うたら失

礼かもわからんけど、行政のせいにする。

行政がやってくれへんから、やってくれへ

んから、やってくれへんから。僕はもうそ

ういう時代は終わっていると思うんですね。 

  けども、やっぱりそれを住民がほならお

れらがやろうと、やっぱりおれらやらなあ

かんて思うには、そこの仕掛けはしっかり

と行政として、そこの火つけはやらなあか

んと思うんです。それを火つけをするとき
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には、やっぱり職員が熱い情熱を持って、

この町のためにしっかりと働く、それを繰

り返してやっていかへんかったら、多分住

民も動かへんし、職員も動かへん、そこは

明らかやと思うんです。それが組織なんで

すよ。 

  だから、町長はやっぱりそこはしっかり

と認識した上でやってもらわな困るし、そ

こは選挙で当選されておられる以上は、こ

の町のために全力でやっていただきたいな

あというふうに思ってます。 

  私自身も、これまで視察とか好事例等々

いろいろ勉強なり研究をしてきました。や

っぱりそこで見る結果として、何があるか

というと、まちづくりをするには、情熱の

ある職員がいること、情熱のある住民がい

ること、それを支える協力する住民がいる

こと。それと、トップの決断、それがない

限りは、多分、誰が、一人が思っても進ま

ない。職員がやろうや、頑張ろうや、こう

やろうや、こうやりたいんです。それに多

分一人ぐらいおりますよ、そうやなと言っ

てくれる人が。その二人でもいい、その人

らが引っ張っていって、その他大勢の住民

を引っ張っていく。それでそういうような

ことをしっかりとトップが決断をして、よ

し、やろうと、そこに投資をしてでもやる

というふうな思いをしっかり持っていただ

きたいなあというふうに思うんですよね。

だから、やっぱりその職員がしっかりと熱

意を持って取り組む、それがないと絶対こ

の町は僕は変わらへんと思いますけども、

そのあたりは町長、どうお考えですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  当然ながら職員も皆熱意を持って取り組

んでまいりたいと思いますし、私、中心と

なって熱意を持って、当然ながら今後、引

き続き取り組んでまいります。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりそのためには、当然、ここにお

られる皆さん、幹部の皆さんがしっかりと

ディスカッションをされる。別にそういう

部長会、そういうトップの会合で、別に形

だけやるんじゃなくて、ほんまにこの町を

どういうふうにすればいいのか。そのため

には何が足りないのか、どこに重きを置い

て投資をするのかというようなことをやる

べきやと思うし、そこで夢がみんなで語ら

れへん行政なんて、僕は行政じゃないと思

いますよ。 

  例えば僕らが運営する一部のちっぽけな

団体でも、自分の夢は語って、みんなに伝

えて、それに賛同してもらって動いてもら

う、それってどんな組織でもそうですよ、

１００人であろうが２００人であろうが。

そこをやっぱりしっかりとトップとしてや

っていくことは必ず要ると思うし、やっぱ

りそこは僕は副町長にも責任があると。や

っぱり副町長もしっかりと町長を支えるん

であれば、しっかりとそのあたりは嫌われ

ても言うことは言わなあかんし、やっぱり

しっかりとその辺のトップ、ツートップの

そこの共有というのはしっかりとやりなが

らやってほしいと思っています。 

  だから、しっかりと職員皆さん、大変な

んは十分わかってます。ただ、やっぱりこ

の今の時代、しんどくて、これから住民に

どんどん負担を強いらなあかんというのは

事実なんで、ただ、そのときにまずは行政

みずからがしっかりとその姿を見せて、い

や、ここまで行政がやっているからしゃあ
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ないやんというふうに思われているような

状態になってから、ぜひとも住民への負担

というのは僕は強いるべきやというふうに

思ってますので、またあしたから以降、委

員会がありますけども、やっぱりそのあた

りを肝に銘じてやっていただきたいなあと

いうふうに思ってますので、ぜひともよろ

しくお願いしておきます。 

  以上で私の一般質問を終わります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  関連質問ございますか。 

  以上で、イノベーションとよのの一般質

問を終わります。 

  以上で、一般質問を終わります。 

  この際、暫時休憩といたします。 

  再開は、午後２時３５分といたします。 

（午後２時２１分 休憩） 

（午後２時３５分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第２、第４７号議案から第６０号議

案までを議題といたします。 

  これに対する総括質疑を行います。 

  質疑内容は、それぞれ、各常任委員会に

付託いたしますので、大綱のみお願いいた

します。 

  なお、御承知ではございますが、「質疑

は議題になっている事件に対して行われる

ものでありますから、現に議題になってい

なければなりません。また、議題に関係の

ないことを聞くことができない。」このよ

うに規定されておりますので、その点、十

分御協力いただきますよう、お願い申し上

げます。 

  第４７号議案から第６０号議案までの１

４件に対する質疑を行います。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  第４７号議案について御質問させていた

だきます。 

  第４７号議案は、豊能町保育の必要性の

認定の基準を定める条例でございますけれ

ども、第２条第１２項ですね、ここに前各

号に掲げるもののほか、前各号に類するも

のとして町長が認める事由に該当すること

という項目がありますけれども、この中に

はどういうものが含まれているのか、どう

いう事柄が含まれているのかお伺いいたし

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  十分に熟知していないというところがあ

るんですけれども、突発的な事情でもって

保育が必要になる場合があるんですね。例

えば、町民じゃないんだけれども、地震だ

とか何だかで、一旦ここに入ってきた子ど

もですとか、さまざまな本町の子どもでは

ない要件というものがある場合があります。

例えばそういうときに、町長が判断をしま

して、受け入れましょうというふうにする

ということです。ですから、これは突発的

な震災等々だけではなくて、火災でありま

すとか、さまざまな事由もありましょうし、

その都度、その都度、その要件を見させて

いただきまして、それで町長が勘案すると

いうふうな判断をしていただければと思い

ます。 

  なお、これに関して、常任委員会等の折

に、また御説明できるところはしたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  板倉教育支援課長。 

○教育支援課長（板倉 忠君） 

  今、教育長がお答えしましたが、そこに

もう少し詳しくということで、例えば、障

害を持たれたお子様が、保育に欠けるとい
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う要件の中だけで判断はできないという場

合などに、保育所に預けるという場合がご

ざいます。そういう場合の町長が認めると

いうことで、その上以外の部分で、特に私

の想定の中では、障害を持たれているお子

さんを保育所で預かるという点を考えてお

ります。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  そのことを聞きたかったんですけども、

それをおっしゃったんで、一つ了解なんで

すけれども、ただ、６４時間以上の労働を

しなければならないという、そういう常態

とすることというふうに書いてありますの

で、この点はどのようにお考えなのか。障

害者の方に対する、そういうのは、この６

４時間以上の労働はできない状況もあると

思うんですけれども、そういうところは町

長が認めるということでよろしいんでしょ

うか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育支援課長。 

○教育支援課長（板倉 忠君） 

  お答えします。 

  そういう今議員の言われた点を考慮して、

障害のあるお子さんについては対応してい

くということで、御承知いただけたらと思

います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  そういうことと、それから、現行のやっ

ていることに関して、やはり引き下げない

状況で行っていただきたいというのは強い

要望なんですけれども、その点について、

現行どおりということを望んでおりますの

で、一つ、その点、よろしくお願いしたい

と思います。 

  その６４時間以上ということになります

と、相当厳しくなってくる条件があります

ので、そのところがこれ以上の引き下げに

ならないということをここで規定されてい

るということを確認するわけですけれども、

それでよろしいですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  現行１２０時間以上の勤務を要すると、

１２０時間以上、１カ月仕事をしなければ

保育要件に当たらないという条件がありま

すが、それを６４時間に下げるということ

は、ほんのちょっと仕事をしても保育要件

に当たるということになります。来年度は

９６時間でいこうと思ってますけども、２

８年度以降は、１カ月に６４時間、保護者

が働くということが要件の一つに入ってい

るということであります。障害がある子ど

もについては、６４時間じゃなくて４０時

間とか、３８時間とか、そういうことだっ

たとしても、個別具体にそれを判断して、

やはり必要だということであれば、今、課

長が申したとおり、町長と相談をいたしま

して、町長の判断でやってもらうことがあ

るということでございますので、基本的に

は国の方針として保育要件を緩和して、保

護者の方の働くということも確保するとい

う方針でございますので、現在よりも条件

が狭まるということは考えておりません。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかにございませんか。 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  第５２号議案、豊能町立公民館条例、こ

れは教育委員会でよろしいですね。総務や
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ったら私もそこに重なりますので、これで

よろしいですね。 

  健全化推進プランに基づいて、収入の確

保と受益者負担、いわゆる使用料、手数料

の適正化を図るため、公民館の使用料の改

定を行うということですが、中央公民館が

２０％、そして西公民館が１０％、一律１

０％、これはどういう目的でこんなことを

出されたんですか。 

  私は、少し前の初日の日にちょっと言い

ましたが、中央公民館は西地区に比べてシ

ートス、ユーベル、図書館等々、はるかに

質が違うんだからというような形で決めら

れた経緯があります。これを無視して、適

正化という名前で２０％やるんですか。こ

れについて私はどうしても納得いかないか

ら、お答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  船曳生涯学習課長。 

○生涯学習課長（船曳 健君） 

  中央公民館の使用料につきましては、一

応、以前から地域性によりまして利用促進

を図るということもございまして、西公民

館と料金の格差を設けていたというところ

でございます。 

  私どものほうも、その利用促進に向けま

して、今、満杯状態であります西公民館の

利用者に対しましても、部屋が使えないと

いうことでしたら、中央公民館同等の部屋

があいているので、どんどんそちらを使っ

てくださいというような促進のほうはさせ

ていただいておりましたが、実際結果とい

たしまして、大半の方が中央公民館は遠い

ということで、なかなか中央公民館のほう

に移っていただくことができなかったと。

その辺の経緯も踏まえまして、利用促進の

役目というのが、もうほぼ終わったのかな

ということもございまして、最終的に公民

館の使用料の一本化というふうなことにさ

せていただきたいということで、今回、西

公民館１０％、中央公民館２０％というふ

うに一律アップというふうにさせていただ

きたいと。 

  ただ、今回、改定いたしましても、まだ

西公民館よりは中央公民館のほうがもちろ

ん安価であるということでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  先ほどおもしろいことおっしゃいました

ですね。利用促進をしたけど、なかったか

ら値上げするなんてことありますか。そん

なことありますか。 

  もう１点、これはまた、恐らく皆さんの

前で詰めていただきたいと思いますけど、

もう１点、財政再建プランに載っていると

いうことをおっしゃいましたけど、本当で

すか。これは言いますけど、財政再建プラ

ンは２％一律じゃなかったですか、２％を

限度として。御存じですか、生涯学習課長。

知ってますやろ。それでどうリンクするん

ですか、２０％と２％。 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩いたします。 

（午後２時４７分 休憩） 

（午後２時５０分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答えさせていただきます。 

  ２％という数字は、全庁的にこのプラン

の中で考える、トータルで２％というふう

なことを言っておりまして、つまりこっち

上がってこのぐらい上げたり、こっち下げ

たりしながら、トータルで２％程度の効果
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を見るという考え方で２％数字が上げられ

ています。 

  そこで、私ども教育委員会としまして、

今回、使用料等々について検討しましたけ

れども、原案を示しまして、そして町長、

副町長、部局のほうの者と相談をいたしま

して、その２％という枠に十分におさまる

んではないかと、その程度のことではない

かというようなことの判断をもって、この

１０％、２０％を上げるということで判断

をさせていただきました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  利用促進の話をしてもらわなあかん。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  数字を言うと、中央公民館は年間約１万

人の利用です。それで、西公民館は８万人

の利用でありまして、それが何年間か少し

安くして、もっと利用してくださいという

ことをＰＲしたんですけども、なかなかそ

れはなし得なかったということで、料金を

低くすることの意味というものが薄いとい

うふうに判断をした。 

  そこで、そういうのであるならば、きち

んとした使用料ということで、西公民館と

中央公民館について最終的には同額にする

という方向が望ましいのではないかという

判断を町教育委員会としてさせていただい

たわけであります。それで、２０％だけど、

来年度また２０％上げるかもしれませんが、

最終的には西公民館と同等の使用料という。

仮定の話です、申しわけありません。例え

ば、ことし２０％、何年か後に同じ使用料

にするために、西公民館１０％上げたんで

すが、中央公民館のほうについて、何年か

後を想定して、２０％程度の値上げが妥当

ではないかという判断をさせていただいた

ということです。よろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  余り論議したくないんですけど、利用促

進で、この東地区におかれるこの格差は、

随分続いてきました。そして、できるだけ

公民館としての利用、つまり町財政とは別

な形のいわゆる一般的な知識、一般的な教

養、さらにはそれらを含むいろんなサーク

ル活動の啓発啓蒙の精神はどこへ行ったん

ですか。同額にしてそれが図れるんですか。

もう少しお考えください。 

  ２％、今おっしゃいました。そしたら、

トータルとして２％は内容を全部言ってく

ださいよ、トータルで。トータルで内容を

全部言ってください。２％とおっしゃるな

らば、金額は出てます。２００万円です、

値上げしても。トータル２００万円と言っ

てますから、そのトータルを言ってくださ

い。 

  もう１点、陶芸窯は１０％アップ、これ

はことしの４月に値上げしてるんですわ。

そのとき据え置いたじゃないですか、素焼

きは。何が適正化ですねん。ちゃんとその

ときにもやっぱりやるべきや。一貫しない

から私は言っているんですよ。消費税に反

映させるんやったら、たとえ１０円でも上

げて、それならぱ適正化としての価値はあ

りますわ。据え置いてますねんで、ことし

の４月に。何で来年１０％上げまんねんな。

言うてることとやっていること違うじゃな

いですか。お答えください。終わります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ２点について答弁を求めます。 

  暫時休憩します。 

（午後２時５５分 休憩） 
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（午後３時００分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  財政健全化推進プランにおける使用料、

手数料の見直し２００万円の根拠でござい

ますけども、その算式は平成２５年度の当

初予算の使用料、手数料の合計額が8,１５

６万3,０００円でございました。この8,１

５６万3,０００円の２％、すなわち１６３

万1,０００円、これが算出根拠でございま

して、これを議会にお示しした際には、１

００万円単位に切り上げをしておりますの

で、２００万円というようなことで、正確

には1.６３１ということでございますが、

四捨五入で２００万円というお示しをした

ものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  先回の料金改定は、消費税が５％から

３％アップしたことに伴う対応をさせてい

ただきました。そのときの料金体系が６５

０円とか８００円とか、５０円単位で設定

されていましたので、それをそういう切り

方を変えずに工夫をしたということなんで

す。ですから、使用料全体をトータルにす

ると３％のアップになっているんですけれ

ども、個別具体にここは据え置いた、ここ

は５０円アップしたと、そういうような考

え方で便宜的にといいますか、そういう考

え方で先回の料金体系を整えたということ

なんです。ですから、その物理的なといい

ますか、そういう便宜的な条件で窯の値上

げがなされなかったというふうに、今、こ

ういう説明となります。 

  なお、公民館の趣旨といいますか、それ

は私ども十分に理解しているつもりであり

まして、この料金の引き上げをもって、公

民館の働きというものをレベルダウンして

しまうというようなことをしないように、

教育委員会といたしまして、その活用方法

等々について検討、工夫していきたいと存

じます。よろしくお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  １番、野村です。第５１号議案について、

下水道の基本料金、この値上げについて、

これはやむなしというところもありますが、

やはり住民に負担を押しつけます。これは

一方で行政のほうにもやはり努力をしてい

ただかなければいけないところがありまし

て、今、これは水道と下水、これは徴収は

一本化なんですが、今、水道料金、あるい

は下水道料金の徴収ですね、この未納とい

うか、未収金というか、このあたりはどう

でしょうか、ふえてきてますか、それとも

減っていますか、そのあたりをお聞かせく

ださい。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  水道料金、また下水道料金の滞納の整理

の方法になると思いますけども、金額的な

ことを言いますと、２５年度決算におきま

して、1,０６１万4,０００円の滞納がござ

いました。１０月３１日現在、滞納額が１

４２万5,７５６円に減っております。９１

８万8,２４４円の収入を得ております。今

まで停水を年に１回、もしくは２回と、大

体ボーナス時期に合わせて停水作業をさせ
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ていただいて、徴収をしていました。今年

度に限り、８月からになりますけど、２カ

月に１度、停水処分をするということで、

強硬に取り立てに回っております。そのこ

とによりまして収入がぐっとふえたという

ような状況で、ただ、どうしても生活に困

窮されている方がおられます。そういう方

につきましては、分納なり、たとえ1,００

０円、2,０００円でもいいから払ってくだ

さいということで、停水を回避をしながら、

粘り強く交渉、また収納のほうに向かって

意識をしていただいているというのが今の

現状でございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  本当にこれまでがどうだったのかという

ぐらい、しかし、そこについて非常に仕事

面を改善されて、やはり利用しているもの

が平等にその金額を払うということに、行

政として努められたということは、もう認

めるべきことだと思います。 

  もうほとんどこの１４２万円については、

生活困窮者というところが占めているのか

と思います。逆に、本当に生活に困ってい

る。しかし、例えば生活保護等、これはま

た受ける対象の方もあられると思いますが、

生活保護のいわゆる支給額の中には、水道

料金も実は込みで払って支給しているわけ

でございます。ですから、その生活困窮と

いうことを理由に未納に至るというところ

は、やはりこれはシステム上、納得のいか

んところでありますので、このあたりにつ

いてはどのようにお考えですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  生活の困窮者の方につきましては、生活

保護を受けておられないという方もたくさ

んおられます。また、そういう方につきま

しては、上下水道のほうから生活保護とい

う制度がありますということで、制度の説

明をさせていただき、また、福祉のほうと

相談しながら、そこのお宅にお伺いして促

進するというようなことで、今年度につき

ましては、１件ではございますけども、生

活保護を受けていただく、そして、水道料

金を払っていただくということも行いまし

た。そのような状況で、件数的には少ない

ですけども、そのようなことも頭に含んで

行っております。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  ３回目の質問になりますが、まず、行政

は通常、縦割りの強い仕事場でありますけ

れど、そのあたりはしっかり連携をとって

いただいて、横のつながりでもって、逆に

生活が苦しくなっているのに、また保護が

受けられるのに受けられないと、相談をど

こにしていいかわからないというような方

もおられますので、そういったところを積

極的に行政から呼びかけを、情報の提供を

されて、この水道料金の滞納ということを

一つのきっかけとして、本当に救われるべ

き人が救われる行政サービスに努めていた

だきたい。そして、滞納者がこれ以上に減

るように努めていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

  答弁は結構です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  橋本です。第５１号議案で、改定率が１4.
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６４％増ということでお聞きしましたけど

も、標準家庭での影響額をお聞きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  第５１号議案の下水道使用料改定案説明

参考資料というのを配らせていただいたと

思いますけども、その８ページに、下水道

の使用者の方々の平均が２１立方メートル

の使用になっております。その方が現在、1,

９９０円でございます。改定後は2,４００

円に上がります。そこで増額額が４１０円

ということで、１カ月４１０円の負担増に

なるということでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほか、ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  総括質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  第４７号議案から第６０号議案は、お手

元に配付しております付託表のとおり、そ

れぞれの各常任委員会に付託の上、審査す

ることにいたしたいと思います。これに御

異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、第４７号議案から第６０号議案

までは、お手元に配付いたしております付

託表のとおり、それぞれの各常任委員会に

付託の上、審査することに決定しました。 

  以上をもって、本日の日程は全部終了い

たしました。 

  本日は、これをもって散会をいたします。 

  次回は、１２月１９日、午後１時より会

議を開きます。 

  どうも、お疲れさまでした。 

 

散会 午後３時１０分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 

第４７号議案 豊能町保育の必要性の認定の基準を定める条例制定の件 

第４８号議案 豊能町税条例等改正の件 

第４９号議案 豊能町立留守家庭児童育成室条例改正の件 

第５０号議案 豊能町国民健康保険条例改正の件 

第５１号議案 豊能町下水道条例改正の件 

第５２号議案 豊能町立公民館条例改正の件 

第５３号議案 豊能町立総合体育施設条例改正の件 

第５４号議案 豊能町公共下水道水洗便所改造資金貸付基金条例廃止の件 

第５５号議案 平成２６年度豊能町一般会計補正予算の件 

第５６号議案 平成２６年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正予 

       算の件 

第５７号議案 平成２６年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定 

       補正予算の件 

第５８号議案 平成２６年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の 

       件 

第５９号議案 平成２６年度豊能町下水道事業特別会計補正予算の件 

第６０号議案 平成２６年度豊能町水道事業会計補正予算の件 



 

 3－67 

    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員  ２番 

 

        同    ３番 

 

 

 

 

 

 

 


